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○司会（逵）　これより，平成21年度第15回豊田市矢作川研
究所シンポジウムを始めたいと思います．本日司会を仰せつ
かりました矢作川研究所の逵と申します．どうぞよろしくお
願いします．それでは最初に，豊田市矢作川研究所所長　柴
田一美より開会のご挨拶を申し上げます．
 
○柴田　皆さんこんにちは，矢作川研究所の柴田です．主催
者を代表しまして，ひと言ご挨拶をさせて頂きます．本日は
大変寒い中，またお忙しい中多数の方にお集まり頂きまして，
本当にありがとうございます．また，シンポジウム開催にあ
たりまして，国交省中部地方整備局と愛知県にご後援を頂き
ました．ありがとうございます．
　さて豊田市は平成17年4月の合併により，市の面積が918 
km2 と愛知県全体の面積の約2割を占めるようになりまし
た．日本有数のモノづくりを中心とする産業都市でございま
す．しかしながら，市の約7割を占める森林，そして矢作川，
のどかな田園地帯など，豊かな自然がございます．豊田市は
環境モデル都市として，人と環境と技術が融合する 「ハイブ
リッドシティとよた」をコンセプトに，産業都市としての特
性と市民力を活かした，活力ある低炭素社会づくりに取り組
んでいます．中心市街地を流れる一級河川「矢作川」におい
ては，流域面積が1,830 km2のうちほぼ5割が豊田市でござい
ます．きれいな川の指標となるアユをはじめ，魚類や昆虫類

など多くの生物が生息しております．
　矢作川研究所は平成6年，矢作川流域の自然環境の保全・
創出を目的に，「一河川に一つの研究施設を」ということ
で設立されました．当研究所は豊かできれいな水の回復と，
人々の生活にゆとりと潤いを与える矢作川をめざし，流域の
生態系の研究を進めております．そうした研究活動によって
科学的に問題を明らかにし，研究成果を住民に報告し，矢作
川の自然について一緒に考え理解を深めていくことが生物多
様性の保全や美しい川を取り戻すことに繋がっていくだろう
と，確信しております．
　矢作川研究所のシンポジウムは，毎年豊田市で開催されて
きました．今回は15回目の節目を迎え，COP10パートナー
シップ事業として位置付け，主に県内の自然環境保全に関わ
る多くの団体および研究者との交流を図り，多くの人々に
我々の活動を知って頂くため，初めて名古屋で開催しまし
た．今回は「流域でまもる生命（いのち）の豊かさ」がテー
マです．様々な状況変化から自然が危機に瀕しており，山，
里，川，海と全体で取り組む必要性があります．地域の事情
や自然特性が異なる中で行われている，流域を視野に入れた
自然保全活動を紹介して頂き，これから流域住民の手でいの
ちの豊かさと日々の暮らしを守る持続可能な活動を行ってい
くきっかけづくりの一つになればと思っています．今日の講
演は中部大学の涌井様，俳優の中本様，作家の阿部様にお願
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平成21年度　第15回豊田市矢作川研究所シンポジウム
「流域でまもる生命（いのち）の豊かさ」
◆日　　時　平成22年１月23日（土）　13：30〜16：30
◆場　　所　電気文化会館5F　イベントホール
◆講　　演　「流域で考える生物多様性」	 涌井史郎（中部大学）
◆対　　談　「川に遊び，川の生き物に学ぼう」	 中本　賢（俳優）・阿部夏丸（作家）
◆パネルディスカッション
		  パネラー		 丹羽健司（伊勢・三河湾流域ネットワーク）
				    大沼淳一（ため池の自然研究会・NPO法人
					     　「みたけ・500万人の木曽川水トラスト」）
				    浅香智也（三河淡水生物ネットワーク）
				    新見幾男（矢作川漁業協同組合長・豊田市矢作川研究所運営協議会副会長）
	 　コーディネーター	 涌井史郎（中部大学）
	 　コメンテーター		  洲崎燈子（豊田市矢作川研究所）
◇主　催　　　豊田市
◇後　援　　　国土交通省中部地方整備局／愛知県

　豊田市矢作川研究所の第15回シンポジウムが，下記により開催された．これはその記録である．なお，紙面の都合
により基調講演とディスカッションの発言は，本誌編集委員会の責任においてその主旨を損なわない範囲で簡略した．
また，会場で用いたスライドは割愛した．
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いしています．またパネルディスカッションはお手元の資料
にありますように，パネラーを丹羽様，大沼様，浅香様，そ
して新見様に，コメンテーターを涌井様にお願いしています．
コーディネーターは当研究所の洲崎です．
　今年10月に名古屋でCOP10が開催されます．当研究所の
取組や成果，矢作川流域の諸団体の活動等について，COP10
関連行事におけるブース出展と開催期間中に実施されるエク
スカーションでの紹介を予定しておりますので，今日この会
場にお集まりの方，県民の方々，行政・自然環境保全に関わ
る多くの研究者ならびに各種団体の方に，ぜひ参加をお願い
したいと思っております．
　最後になりましたが，このあと様々な内容でプログラムが
展開されていきますので，会場の皆様には最後までご参加を
頂き，一緒になって考え，ご意見を頂ければ幸いだと思いま
す．矢作川研究所はまだまだ発展途上でございます．大人に
なりきっていませんが，今後も河川および流域の自然環境の
保全に向けて研究活動を続けてまいります．一層の皆様方の
ご協力ご支援をお願い致しまして挨拶とさせて頂きます．本
当にありがとうございました．

○司会　続きまして，ご来賓の方からお言葉を賜りたいと存
じます．ご来賓を代表して，国土交通省中部地方整備局より
豊橋河川事務所所長の畠山愼一様，お願い致します．

○畠山　皆さん，こんにちは．ただいま紹介を頂きました国
土交通省中部地方整備局で矢作川を管理する仕事をさせて頂
いております豊橋河川事務所所長の畠山です．本日は，21年
度の矢作川研究所シンポジウムがCOP10のパートナーシッ
プ事業ということで，初めてこの名古屋市で開催されるとい
うことで，このように多くの皆様方をお迎えしまして盛大に
開催されることを，まずはお慶び申し上げます．また，それ
と共に開催に対してご尽力されました豊田市矢作川研究所の
スタッフの皆様方をはじめとしまして，関係者の皆様方のご
尽力にも感謝を申し上げたいと思います．
　さて，矢作川の中下流部を管理しております河川管理者の
立場から，若干ご挨拶というかご紹介をさせて頂きます．私
どもが管理しております矢作川というのは，古来は美しい川
と書きまして「美川」というふうに呼ばれていたそうでござ
います．この名前が発祥になりまして，いわゆる愛知県の東
部三河地方，この呼称の由来にもなった，手前味噌になりま
すけれども由緒正しい川でございます．
　川の特徴としましては，白い河原ということに象徴されま
すような砂洲が特徴でございます．そして，全国的にも比較
的豊かな生態系を持っている川ではないかと考えております
が，近年様々な生態系に関する課題も出てきております．例
えば先ほどの砂洲の話で申しますと，下流部が樹林化してい
ることによって，砂洲やヨシ原がなかなか昔のように保持で
きなくなり，消失，消滅してきているという傾向があります．

あるいは，ダムや堰などの川を遮るような人工的な工作物や，
今はもうやっておりませんが砂利採取によりまして，河川の
流れ方向の連続性が昔のように確保できにくくなっています．
また外来種も見つかっており，矢作川の生態系に影響を与え
るのではないか，という懸念もされてきています．
　こういった課題を解決していくために，我々行政としまし
ては，矢作川研究所をはじめとした研究者の方々のお力も借
りながら，整備だとか改良，改善に取り組んでいる訳ですけ
れども，何しろ心強いのは，先ほど柴田所長がおっしゃられ
たように，矢作川研究所が一つの矢作川という河川に特化し
まして，科学的な知見を蓄積しているという研究機関である
と同時に，一つの自治体が継続してこれを運営していくとい
う全国でも例を見ないような研究機関であることです．こう
いった機関と連携させて頂いて，矢作川をより良い川にして
いきたいということで取り組んでいるということでございま
す．
　今年はCOP10が10月に開催される年ですけれども，同時
に東海豪雨から10年の節目の年でもす．矢作川におきまして
も，10年前には豊田市内を中心に，大変大きい洪水の被害が
出た，あるいは河床が攪乱されたり土砂が大量に出てきたこ
とで，生態系にもダメージを与えたというようなことも新聞
で報道されました．昨年7月には矢作川の整備計画，20，30
年後のあるべき姿をめざしまして，計画を作らせて頂きまし
た．こういった計画を着実に進めるために私どもも，今日の
テーマにございますように，流域各所で生物を守る，あるい
は矢作川を良くするという活動を行なっている方々ともより
連携を強化にして，新しい仕組みも色々考えていきたいと考
えている年でございます．そういう意味で今日のシンポジウ
ムは，私ども河川管理者にとっても今後の河川行政の展開を
考える上で非常にヒントになる，あるいは貴重な知見を得ら
れる機会だと考えてございます．活発なご議論をよろしくお
願いしたいと思います．
　最後に，今日のシンポジウムのご盛会を祈念申し上げまし
て，簡単ではございますけども，私の挨拶とさせて頂きます．
ありがとうございました．

○司会　ありがとうございました．次に，ご来賓としてお見
えの方をご紹介致します．愛知県建設部河川課長伊藤和久様，
本日はありがとうございます．
　それでは，本日のプログラムに沿いまして，講演に入りた
いと思います．本日は「流域で考える生物多様性」と題しま
して，中部大学教授　涌井史郎様にお越し頂きました．涌井
様，お願い致します．涌井様は，TBS「サンデーモーニング」
でお馴染みと思いますが，ハウステンボス等の代表作品から
もわかるように「人と自然の空間的共存を図る造園技術」を
ベースに数多くの作品や計画に携わっておられます．それで
は涌井様，お願い致します．
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○涌井　ただいまご紹介頂きました涌井でございます．まず
私は，市が一つの河川についてこれだけの研究所を持ってい
ることについて敬意を表したいと思いますし，それから併せ
てCOP10の広報・参画推進委員会の座長として，こうした
COP10に絡んだ催しを開いて頂きましたことを心から感謝
申し上げたいと思います．今年はご存知のとおりCOP10が
開催されますけども，実はそれ以前にもう一つ皆様方にご記
憶頂きたいのは，「国連生物多様性年」でもあるということ
です．1月1日にベルリンでオープンして9月の国連総会で各
国代表がメッセージを提供し，12月31日にクロージングイベ
ントが日本の金沢で行われます．国連で初めてこうした年を
設けたわけですが，このことについてもぜひ記憶に留めて頂
ければと思います．
　さてこれから30分間，お二方の対談とパネルディスカッ
ションの前座のようなことで少しお話をしていきたいと思い
ます．私がお話をしたいのは，実は環境というのはすべてが
連関をしている，ここにもございますように「山は海の恋人，
川はその仲人」という状況であることをもう一回再認識する
必要があると思います．私は今，世界は産業革命300年以来
の産業革命のくびきを脱して，環境革命の時代に突入してい
ると思っています．それはなぜかといいますと，実は今まで
の産業革命の時代には，自然はあくまでも工業資源であって，
しかもその存在は無限であるということを前提にして文明を
発達させてきた．しかしここへきて地球環境，とりわけ自然
のそれぞれの要因がリミッタブルであるということが非常に
はっきりしてきた．例えばエコロジカル・フット・プリント
という考え方があります．エコロジカル・フット・プリント
は単位面積当たりの生物生産量とそこに活動する人間の活動
量というものを引き比べるものだと考えて頂けば分かりやす
いと思います．もし仮に地球人口が日本人並みの生活をした
とすれば，地球は2.4個必要である．アメリカ人並みの生活
をすれば，地球は5.3個必要である．さらに言えば，現在の
人口と活動量だけでもすでにもう地球は一つの地球で収まり
きれてないと，こういう現実をやはり我々は突きつけられて
いると思います．そしてそれは皆様ご存知のとおり，温暖化，
その他，様々な形で我々の日常生活にも実感，体感できると
いう様子につながってきているわけです．
　なぜこんなことが起きたのか．それはこのスライドにござ
いますように，皆様から見て左側の46億年の地球の歴史を1
年の暦に縮めたものをご覧頂くと分かると思います．地球が
38億年前にいのちの星になって以来，地球のシステムという
ものは生物が織りなしてきた．我々がここで酸素を吸うのも
そうですし， 38億年かけて生物が作り出したシステムの上に
人類が500万年前に登場したわけです．1年の暦で言えば12月
27日あたりに人類が登場したのですが，我々が文明と言っ
ておりますものは，12月31日の午後11時59分に生まれまし
た．しかも産業革命，近代科学が誕生した300年前というの
はたった2秒前の話です．この2秒間で，地球環境というもの

がめちゃくちゃになってしまう．歴史的な自然観では自然は
元々神様であったが，経済的にだけ考えるようになってし
まった．その結果「自然は消費するものである」という考え
方に結びついて，我々は未来の子ども達に本当に今と同じよ
うな条件を残せるのかということが問いかけられている時代
になっています．
　ところで若干誤解されていることがあります．1992年にリ
オ・デ・ジャネイロ・サミットで，2つの兄弟の条約が発議
されました．それはご承知のとおり，気候変動と生物多様性
条約です．しかし，この年次の順序というものを少し見て頂
きたいのですが，地球環境サミットの翌年に世界で締約され
たのが生物多様性条約で，その翌年に気候変動枠組条約が締
結されたということです．この文脈は何を意味しているのか
といいますと，地球上の生命が織りなしたシステムが歪み始
めた，その要因が気候変動である，そういう順序立てなので
す．従って昨年の12月にCOP15というものがコペンハーゲ
ンで開催され，結果としては失敗したわけですけれども，今
年のCOP10，生物多様性条約締約国会議というのは，極め
て大きな意味を持っているということにぜひご理解を頂きた
いと思います．
　通常，生物というのは入り口は利己ですが，出口は利他で
ある，これをよく皆さん方と共に考えていきたいと思います．
実はネズミがネズミを生み，そのネズミがネズミを生む，そ
ういうことになりますと，理論的にはこういう数字になりま
す．しかし現実にそんなにネズミはいるでしょうか．もしそ
うであるとするなら，この会場にも1，2匹のネズミがいなく
てはならない．しかし生物というのは，自分が生き残ってい
くためには他と共存しなければならないという働きがありま
す．個体群の規模というものは，ある一定のところで収まっ
ていくという特色を持っています．これがこの地球環境に，
生物多様性をもたらす一番大きな理由です．すなわち，最初
は「俺が，俺が」ですが，最終的には共存をするという選択
をする．しかしこのカーブのように増加し続けているのが人
類です．これは何を意味するのか．生物多様性や生物の絶滅
ということが盛んに言われていますが，一番先に絶滅するの
は，我々人間である可能性がはるかに高い．その傍らで何が
起きているのか．実は1万年前には100年にたった1種の生物
しか絶滅していなかったのが，現在では1日に100種の生物が
絶滅する．これは65億人の人間を乗せた地球号という飛行機
が40万点の部品でできているとするならば，1日に100ずつ，
あるいは5年後には，300ずつの部品を下に落として飛んでい
るということですから，私が今申し上げるような懸念がお分
かり頂けると思います．
　さて，生物多様性は何も生物種の問題だけではせん．生物
と人間の関係，文化，そうしたものが複雑に絡んだもので
す．我々人間は，どこにいるかといいますと，頂点に達して
います．多様な生物が，ちょうどトランプのカードのように
ピラミッドを作っておりました．その危ういピラミッドの上
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に，我々人間というものが存在している．多様性が失われる
ということは，我々の生存の基盤が失われるということとイ
コールです．そして我々は常に生態系サービスというものに
支えられているという現実があります．例えば酸素や木材，
食料といった供給サービス，洪水調整であるとか，気候調整
といった調整サービス，さらに心を涵養してくれる文化的な
サービス，こうしたサービスは全て生物がもたらしてくれる
結果であります．例えばこれは八角で，ご承知のとおり，今
の豚インフルエンザの特効薬とされているタミフルの原料で
す．あるいは最近，ミツバチがいなくなってしまいました．
もう人間とつきあうのは嫌だとミツバチがいなくなって，皆
が大慌て，大騒ぎをしている．すべて我々の営みというのは，
実は生態系サービスという生物多様性がもたらす上に存在を
している．これが国連生物多様性年である今年，COP10が
愛知・名古屋で開催されるということにつながるということ
です．
　さて我が日本は大変厳しく，そして片方では豊かな個性の
ある国土でした．その国土をどうやって開発していくのか．
確かに自然を飼いならすということが，日本が人口を増やし
ていく大きな一つの課題でした．しかし，そこで身に付けま
した作法というものは何かといいますと，実は水とのつきあ
い，自然とのつきあいといったものでした．例えば地図上で
はこのように見えても，我が日本の国土はまるで毛細血管の
ような水網によって支えられています．そしてその中でも陸
域と水域の間に形成されるエコトーン，移行帯が，我々に実
に多くの生態系サービスをもたらしてくれます．そして我々
日本人は，そうした国土と戦っていくために「いなし」とい
う技術を身に付けてまいりました．それは何かと言いますと，
自然と正対していくよりは，自然の応力を最小化して，なお
かつそこで恒常的に生態系サービスを得るという知恵を作っ
たのです．それが農地に典型的に現れていると言っても言い
過ぎではありません．日本の美的な自然景観というのは，火
と水と風によって生まれたと言っても過言ではありません．
先ほど申し上げたように自然を読み取る力を付けて，その自
然の力を「いなす」という技術を付けていったのです．
　さらに言えば，生態系サービスの恒常的確保というものを
考えていった．例えば河川の治水で言えば，武田信玄の「雁
堤防」や「信玄堤」ですし，洪水の溢れる水は受け入れても
水の力は抑えるというような一つの日本独特の治水工法に結
びついてまいりました．そしてさらに言えば，この世界の陸
地面積の0.3%しかない日本でマグニチュード6以上の地震の
2割を引き受けているという現実の中で，昔の人達がどうし
ていったのかと言いますと，これは神戸の阪神・淡路大震災
ですが，公園の樹木が焼け止まりをするといった形で植物を
応用するなどの方法を採ってまいりました．またご承知のと
おり，河川においては制水工法という方法を採りまして，自
然物を河川の中に投入して，生物多様性を保全すると同時に，
先ほど申し上げた「いなし」の治水というものを心がけていっ

たわけです．その結果，「山は海の恋人，川は仲人」といっ
た精神を我々は身に付けてまいりましたし，里山のみならず，
里川，里海というものすら作り上げていった歴史があります．
対してヨーロッパはどうでしょう．ヨーロッパの都市は自然
と隔絶されており，城壁によって囲まれた中にはほとんど自
然が無く，外側に自然を置くという関係でした．文明という
ものは自然と対峙される存在だという考え方が，1000年間で
ヨーロッパの緑をこれほどまでに失わせしめていったわけで
す．その中に産業革命が起きる．その結果，自然資源を敵に
回すという方向になって，この産業革命の時代を過ごしてき
たわけです．
　日本では，江戸のような当時世界一の規模と言われている
都市ですら，自然と入れ子の構図を作ってきたのです．常に
生態系サービスと呼吸し合うという関係を作りました．しか
し戦後，そこにヘンリー・フォードの思想，すなわち自動車，
道路，郊外，開発といったモデルが持ち込まれることによっ
て日本の都市は巨大化し，モンスターの様になりました．そ
の結果，自然資源はどんどん蚕食されていき，川の上に蓋を
して高速道路を作り，山は荒れ放題といった状況にまで追い
込まれていった．経済発展，経済開発が優先するというよう
な状況でした．さて，先ほど申し上げたように，元々の江戸
に豊かな緑があったのに，現在はこれほどまでに少なくなっ
てしまいました．自然と呼吸し，自然をいなし，自然の生態
系サービスを向上的に確保するという我が日本の自然との思
想は見事にその姿を消してしまった，と言っても言い過ぎで
はありません．
　現在我々はジレンマではなくて，三つの要素の矛盾である
トレリンマに悩んでいます．エネルギー，エコノミー，エコ
ロジー，この3つのEのトレリンマです．これをどうやって
解決していくのか，その解決策については「トリプル・ボト
ムライン」しかないというのが定説です．トリプル・ボトム
ラインとは一体何かといいますと，コミュニティーの力と経
済の力と環境の力，これが等分に働くような地域社会を作ら
ねば，持続可能な未来というものは勝ち取れないという考え
方です．そしてそれが交通手段の中でも，モーダルシフトと
いうような考え方に現れて，自動車よりも船，船よりも鉄道，
あるいは都市は巨大に広がっていくのではなくて，コンパク
トシティーをめざすべきだというような議論が出てきました．
これを現実に体現した一つの類例が韓国です．日本をモデル
にして河川を埋め立てて，そこに高速道路を作った．しかし
それが韓国のソウルという都市を非常に味気の無いものにし，
さらに世界的な環境評価というものが非常に低くなった．そ
こに着目しまして，現在の李明博（イ・ミョンバク）大統領
がソウル市長時代に，清渓川（チョン・ゲチョン）という李
王朝時代の風水に非常に重要な役割を果たしたと言われてい
る川を再復元しました．高速道路を壊し，こうした河川を作
り，そしてこの下に高速道路を入れるという大規模な試みを
しました．すなわち，今後都市ですら環境というものを前提
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にして語らねば，もう世界的な経済の中でも立ち行かないと
いう状況になりました．
　これからは自然資本の時代と言われています．先ほど来，
私が申し上げたように，今や森，川，海の繋がりというの
は，危機に瀕していると言っても言い過ぎではせん．例えば
この矢作川でも，様々な形で流域の方々は戦ってまいりまし
た．戦っていくがゆえに相手を知ろうということで，川を学
び，川と共に暮らしていく知恵を模索してきた．それが流域
の歴史だったわけです．そこに気候変動のリスクが，河川に
大きな形で集約されてきました．河川に対する洪水と渇水の
リスクは，極めて大きなものになるだろうということが予見
されています．そう致しますと，河川を洪水などから守るた
めに一体どうするんだということがテーマになるわけですが，
必ずしもダムや堤防が解決策ではないということを，これか
らよく考えていかなければならない状況であろうかと思いま
す．例えば上流部の森林，現在では林木の１m3あたりの単
価といった経済指標だけで上流の森林域を評価していますが，
実は森林が持つ多目的・公益的な機能には大変なものがあり
ます．ところがそうした森林が持っている多目的・公益的な
機能というものは， 1本1本の木材価格には投影されていませ
ん．だから山が荒れていくわけです．しかし果たしてそれで
いいのでしょうか．決してそんなことはないと思います．
　今我々が学ばなければならないことは，かつての我々の祖
先の知恵です．我々の祖先は，里山というものを西洋の都市
の城壁のように作りました．そしてその里山の内側に野辺と
いう，今でいうコモンズ，入会地を作って，そこで茅場と採
草放牧地を作り，その内側に野良，そして里がある構造を作
りました．すなわち里山から内側では人間が自然に手を入れ
ることによって，最大限生態系サービスを享受しようという
空間を作ったのです．最近のおじいさんはゴルフ場に芝刈り
にまいりますが，この当時のおじいさんは山に柴刈りに行っ
た．そして，まさに山の神が支配をして，山の神のお許しを
得なければ絶対に手を入れてはならないというのが奥山であ
り，ご神体そのものでした．このように極めて自然をたくみ
に切り分けて，生態系サービスと災害等の自然の応力を小さ
くしてきた．里山一つあれば，実は集落の日常のエネルギー
や産物というものはほとんど賄える，こうした独特の文化を
こしらえていったのです．それでもその容量を超えればバラ
ンスが崩れます．この周伊勢湾貧栄養植生の地域に特徴的な
現象ですが，江戸の末期から明治の初めにかけて，瀬戸物を
焼くために里山が禿山にどんどん変わっていきました．しか
し，我が日本はありがたいことに，人が積極的に手を入れ
ることによって， 100年経てば自然がある程度のところまで
戻ってくるという，ありがたい特質を持っているのです．
　そうした自然を「いなす」という知恵はどこから来たのか．
西洋で自然科学が発達する以前，なんと享保，徳川吉宗の時
代に「全国生態系調査」というものをやっております．これ
は享保の「元文諸国産物帳」で，植物から動物，昆虫に至る

まで徹底的に調査を命じております．さらに我々日本人は世
界では唯一虫を楽しむ，虫を愛ずるという文化を持っており
ます．つい大正くらいまで，この市松模様の屋台があれば，
虫屋さんでした．虫を売って商売にできる国というのは日本
以外，他にはございません．しかも夏になればホタル狩り，
秋になれば虫の音を聞くといった風雅な趣味があり，生物と
我々の繋がりを非常に深くしてきました．その基盤が，実は
農的な生活です．私はあえて農業とは言っていません．農業
というのは生産物や収穫量，エネルギー投入量という数値に
関わる話です．私は農業の議論よりも，農的生活の議論を優
先すべきだとかねてから主張しています．先祖伝来の土地を
愛するライフスタイル，これが今危機に瀕している．食料も
木材も外国に頼らざるを得ないという状況にあって，食料自
給率も低い中で，土地と対話をしながら見事な国土管理を施
してきた．地すべり地帯には等高線のように水田を積み上げ
るといった見事な知恵を働かせてきた．
　しかし，耕地整理などによって過去から現在に至るまで，
農地の生態系がどんどん変化してきた．地球4周分といわれ
ている自然河川の衰亡に加えて，人工の農業用水路がどんど
ん埋め立てられていく．そしてさらに言えば，農的生活が経
済指標だけで議論されるものですから，農家の人口がどんど
ん減っていく．そして今や埼玉県に匹敵するほどの耕作放棄
地が生まれている．さらには一番重要な，国土の隅々にいた
るまで人が住んでくれるという状況に対し，どんどん集落が
消滅をしていっているわけです．この島国の日本は生態的に
は閉鎖系です．ゆえに生態系サービスの最大効を図らなけれ
ばならなかったことが見事に景観に投影されてきたわけです
が，そうしたものを非常に無視する形になってきている．こ
こへきてようやく人の生活を生態系サービスや自然との関わ
りにおいて景観化しようという景観法ができ上がり，環境と
景観と風景と風土が循環できる方向を築く状況になってまい
りました．
　未来はエコロジーとエコノミーの融合の技術開発に託され
るといっても言い過ぎではありません．もともと「エコ」と
いう言葉はギリシャ語の"oikosu"です．「共同体」とか「家」
という意味です．これに「ロゴス("logos") ＝真理」を足すと
"oikosu logos"エコロジーですし，「ノモス("Nomos")＝ 秩序」
を足すと"oikosu nomos"エコノミーです．つまりエコノミー
とエコロジーは対決するものではなくて，同じ土俵にあった，
両面的なものということを考えねばなりません．そうした意
味で我々がどのようにこれから環境の影響を緩和するのか，
あるいは環境条件に適応していくのかが知恵として大変問わ
れるところです．今そうした中で，全国エコロジカルネット
ワークというものが構想されつつあります．これは図らずも
私が委員長をしております．これは地区から都市，あるいは
広域に至るまでどんどん連結されて繋がり合う国土をどう
やって取り戻すのかと，こういう方向で進めています．それ
が国土形成計画法の改正に繋がり，エコロジカルネットワー



116

流域でまもる生命（いのち）の豊かさ

クということを考えていこうという動きになっています．こ
れは関東のエコロジカルネットワークですが，こうした中に
具体的に思想から手法への転換が図られようとしています．
　首都圏における都市環境インフラのグランドデザインとい
うものがあります．その中で，この多摩三浦丘陵に非常に貴
重な緑が残っています．この緑を市民の力でもう一回再構成
しようということで，13の自治体が広域自治体連携をしてい
ます．それを見ておりましたこちら側の利根川流域が，トキ，
コウノトリを指標とした南関東エコロジカルネットワーク構
想というものを作りました．国土交通省関東地方整備局，農
水省関東農政局が手を組みました．群馬県，栃木県，埼玉県，
千葉県の6つの拠点都市が連携をしてトキとコウノトリを呼
び戻せるような地域を作っていく．実はこの反対側には何が
ありますかといいますと，八ツ場ダム構想が無くなった後の
総合治水対策を農政と手を組みながら，なおかつ生物多様性
の指標であるコウノトリとトキを取り戻していく形で，市民
と共に地域を形成しようということが動き始めています．こ
れもたまたま私が委員長をしております．元々関東の絵図を
見ますと，どこにもトキとコウノトリがいたということが
はっきりしています．そこで今申し上げているこの6つの拠
点で，生態系ピラミッドの上位に位置し，水辺を主要な生息
環境とする中・大型水鳥類を取り戻すことによって，地域を
取り戻していこうというわけです．これからは正に多様な空
間で多様性を活かした取り組みを行うことが非常に大事です．
生物多様性も重要ですが，それ以上に我々の取り組みの多様
性というものも非常に重要なのです．多様な主体が多様な空
間で多様な機能を発揮するということです．
　従来の公権力が強い時代には，「私」を守るために「共」
というものを作ってきました．それはそれで結構だったわけ
ですが，民主化によって，公が共を取り込んで「公共」とい
うものになりました．その結果，我々自身，住民同士が繋が
り合うという肝心な「共」の本質というものが極めて小さく
萎縮してしまったのです．今後の世界というのは，そういう
意味で元々我々の間にあった「共」というものをどのように
取り戻すのか，そしてその「共」の中で生き物というものが，
単に人間と生き物という関係ではなくて，人間が生き物その
ものであるという視点からどのように考えていくのか，それ
が非常に重要であろうと思います．それは「一隅を照らす」
という伝教大師の言葉にもありますように，一人一人が重要
な視点を持って，この地域を支えあって，我々の世代が未来
から収奪するという現状を反省し，子どもや孫に，あるいは
まだ見ぬ我々の子孫の時代に，我々と同じ条件をきちっと残
せるかどうか，こういったところにどういう責任感を果たし
ていくのかということが問われていると思います．
　ノーマン・マイヤーズが「地球と世界を救済する機会に恵
まれた時代に生きているなんて，なんと幸せなんだ．これは
特権だ．もしここで正しい答えを出すならば，何世代にも
渡って亘って間違いなく感謝される」と言っています．そう

した意味でもう一度全てが繋がり合う，これが我々のキャン
ペーンです．今「地球のいのち，つないでいこう」というバッ
ジを着けておりますが，まさに森か海，これを人と共にどの
ように繋げ合っていくのか，これが問われる時代になったと
いうことを申し上げて，私の前座のお話を閉じさせて頂きま
す．ご清聴ありがとうございました．

○司会　どうもありがとうございました．短い時間でしたが，
たくさんの入り口を頂いたような気がします．
　次に，俳優中本賢様，作家阿部夏丸様による対談「川に遊
び，川の生き物に学ぼう！」を，お楽しみ頂きたいと思いま
す．中本様は，ご紹介するまでもなく「釣りバカ日誌」の船
頭さん，それから私たちのこの地方では「Let's ドンキホー
テ」でお馴染みと言った方がいいかもしれない，皆さんよく
ご存知の俳優さんです．御著書「ガサガサ探検隊」の名のと
おり，今日は多摩川のガサガサ隊長として語って頂きたいと
考えております．また，阿部様は数々の児童文学大賞を受賞
なさっていますが，今日は，矢作川の川ガキが育って川オヤ
ジとなった方，矢作川水族館館長としてお越しになりました
と紹介させて頂きたいと思います．それでは，どうぞよろし
くお願い致します．

中本：皆様こんにちは．中本賢です．

阿部：こんにちは．阿部夏丸です．

中本：涌井先生の話，思い切り真剣に聞いていたら，立てな
くなりました．お尻がしびれちゃって，今半分，神経全然感
じないんですけど．いい話だったね．何が一番印象残りまし
た？

阿部：うーんとね．

中本：おじいさんは，ゴルフ場に芝刈りにという話が最高で
したね．それからやっぱり「いなす」．「いかす」じゃなく「い
なす」．僕，武道やってたんですけど，西洋のスポーツで「い
なす」というのは，あまり言われないんですけど，柔道とか
剣道やると「いなす」「いなす」って，よく先輩に言われる
んですよ．押されたらその押した力で相手を倒す．ああなる
ほど，そうか，日本の自然というのは，強大な力があって，
それを対抗するんじゃなくて，いなして倒すということなん
だな，と腑に落ちました．

阿部：僕もね，一番印象に残ったのは，やっぱり都市と森を
離すという西洋の自然との関わり方．日本は全部取り込んで
ますよね．川端（かばた）なんかでもそうですし，家の中に
まで川の水を取り込むなんていうのは．
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中本：涌井先生の話じゃないですけど，西洋の庭は左右対称
だっていうのね．日本の庭園というのは，自然がそこに必ず
入っているという．なんか，制覇するのと受け入れるという
感覚の違いという話をよく聞いたことありますけど，もやも
やしていたものがスコーンと入りました．
　涌井先生の大きい枠組みの話，前座だなんて言われたもん
だから，出にくくてしょうがない．

阿部：困っちゃいますよね．

中本：小さい話，いきましょう．
　今回のテーマは「流域で守る生命（いのち）の豊かさ」ですね．
涌井先生の「いなす」っていう話を聞いててすごく思ったん
ですけど，いなすためには相手を知らないとだめですよね．

阿部：そうですね，関わること．

中本：やっぱり相手を知らないと，なかなかいなすというわ
けにもいかない．昔は自然体験として，子どもは家事の手伝
いや兄弟の面倒を見ながら，たくさん自然の中で遊んでいま
したけど，最近の子は，特に地方の子がひどいんですけど，
自然の中に出て行かないですね．先日，すごく面白い景色を
見てしまったんですけど，僕は東京の多摩川流域の小学校で
総合学習の時間に，子どもらを川に連れて行っていろいろ遊
ばせているんですね．前はみんな何でも源流に行きたがって，
川の始まりはどこだという話題ばかりだったんですけど，最
近はやっぱり都市の川の面白さは河口にあるというふうに気
付き始めまして，京浜工業地帯の真ん中のちっちゃな干潟に，
みんなで出て行くようになってきたんですね．

阿部：山の森の中のきれいな水のところって確かに水がきれ
いなんですけど，生き物がいないですよね．

中本：生き物がいない．しかも，山に行くと「触るな．入る
な．いじるな」．保護がメインですからね．特に多摩川は東
京都の自前の水源ですから，非常に保護されています．

阿部：ああ，そうなんですか．

中本：ところが河口に行くとめちゃくちゃです．全部，工場
地帯．左，羽田空港．こっち，工場地帯っていうところで．
ところが小さな干潟にヘドロがなくなって，砂が見えてきた
ら，生き物がいっぱい出てくるようになりまして，こぞって，
やっぱり東京の自然はこういう人工物の中にあるんだってい
うことを言いたくて，流域の子どもたちを連れて干潟に行っ
て，ごみの隙間にある生き物を取らせてるんですけどね．話
題になり始めまして，東京の中流域の子どもたちに，ぜひ干
潟に連れて行ってくれって頼まれました．川崎市の方，神奈

川県側に干潟があるんですけど，干潟の真横にある小学校の
子どもたちが，干潟に取り組んでますんで，じゃあ，東京の
中流域の子どもたちを河口の子どもたちが迎え入れて，学習
交流会をやろうということになったわけですよ．東京の狛江
というところの子がバスに乗って，ダーっと干潟に来たんで
すね．川崎の子どもたちは1年も学習やってますから，干潟
のことをそこそこわかってる．ところが狛江から下りてきた
子どもたちがですね．全員，変な物を持っている．

阿部：変なもの？

中本：こうやって．スプーンを持ってるんですよ．何に使う
と思う？スプーンだよ？干潟ですよ？干潟に来るのに，みん
な軍手とバケツとスプーン持ってきたんです．あれ，このス
プーン何に使うんだろうと思ってたらね．干潟に連れて行っ
たらみんな，干潟はカニだらけですから，スプーンでカニ
取ってるんですよ．

阿部：ハハハハ．

中本：スプーンでカニ取ってる．スプーンで取るか？みたい
な．手だろ．

阿部：手で取るより難しいですよね．

中本：難しいですよ．でも，カニを手で取るという発想がな
いんですよ．総合学習の時間で行っていますから，前もって
干潟の学習をして，先生もいて，先生と子どもたちで，じゃ
あ何を持っていこうかと相談してスプーン持ってきてるんで
すよ．つまり，先生も知らないんですよ．カニを手で取ると
いうことを．

阿部：わあ，すごい．

中本：とにかく，挟まれるということだけ知ってる．川崎の
子ども，笑いました．狛江の子たちがみんなでスプーンで
取ってるの見て，「あはは，あいつらスプーンだよ」って言っ
てますけど，こいつら最初に干潟に連れて行った時に，箸
持ってきてるんですよ．

阿部：あははは．

中本：これ，笑い事じゃないですよ．本当なんですよ．箸を
持って来てる．

阿部：へえ～．

中本：真横に干潟があって，ここにはもう大変生き物が再生
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してて，すごい状況であるのにも関わらず，入ったことがな
いんです．

阿部：やっぱり，経験してないってすごいことですね．

中本：行かせてないんですけどね，大人が．

阿部：豊田の矢作川はそれほどでもないんですけれども，こ
の前ね，ちょっと面白い話がありました．保育園の子どもた
ちと川遊びに行ったんですよ．ある女の子が「夏丸さん，空
き缶拾った～」．もう錆びた空き缶なんですよ．「それどう
すんの？」って言ったらね，「うん，ゴミ拾ったから私エラ
イ」って威張ってるんですよね．「ばか，それゴミじゃねえ
ぞ」と．「手に持ってる網の中に，それをドボドボドボって
やってごらん」って言ったんですよ．そしたらね，ドボドボ
ドボってやると，ポロっとザニガニが出て来るんですよ．

中本：いるわな．ハゼの仲間とかな．

阿部：賢さん，多摩川っていう川に住んでるから，生き物が
いかにゴミを使うかってよく知ってますよね．

中本：ねぇ．生き物が使うことを狙って置いてるわけじゃな
いけどね．普通の人達が，川に行くじゃないですか．そうす
ると，やっぱりまず川に落ちてるゴミに目が行くんですよね．
つまり，マイナスのものを見つけやすい．そうすると，なん
てひどい場所だってことになっちゃう．

阿部：でもね，その子面白かったんですよ．それ見た瞬間に
ね，「あ，ザリガニのおうち」って言い出した．そのあとね，
みんな網で魚を取ってるのに，その女の子は延々と空き缶を
拾ってました．

中本：あはははは．

阿部：拾った数がね．20個くらい．中から15，6匹の獲物．
ほとんど入ってるんですよ．ドジョウにモロコ，ザリガニも
入ってる．大威張りですよね．保育園の子ども，網を持って
もなかなか取れないですから，「こんなに私だけ取った」っ
て．空き缶が山になってるんですよ．でね．すげぇなと思っ
たのは，先生なんですよ．それを見てね．保育園の先生は，

「ああ，どうしましょう．私，今日ゴミ袋持ってこなかった
わ」って．悩んでるんですよ．女の子と，「お前それ，ザリ
ガニのうちだよな．どうする？持って帰って捨てる？」って
言ったら，「だめっ，川に返す」って，全部返しました．

中本：ハハハハ．真実を知るとね．

阿部：でも，それって大事ですよね．

中本：大事ですよね．

阿部：子どもの方がうんと大人．それでね．もっとすごかっ
たのが，それから1ヵ月後に，もう一度その子たちと川に
行ったんですよ．その女の子は誰よりも先に走って，全部空
き缶回収しました．これ，漁師ですよね．罠を仕掛けた．も
う，漁師の知恵なんですよ．体験の中でちゃんと知ってるっ
ていうのは．

中本：それは，やっぱり自分で発見したから楽しいんだろう
ね．

阿部：そうですよね．

中本：自然に出て教わるとね，わかったつもりになっちゃう
けど，やっぱりそうやって自分で発見しているところに，喜
びがあるのかもしれないね．

阿部：そういう付き合い方って面白いですよね，やっぱり．

中本：ゴミは，多摩川でも矢作川でも，川の中にいっぱい落
ちてるんですけど，鯉なんか黒系のビニールは大好きですし
ね．産卵所として使いますし．どうしても自然に出ると，ゴ
ミにばっかり目がいっちゃって．どうしてもゴミ拾いの活動
になるんですけど，実はそのゴミの裏側にある，野生動物が
ゴミとどう付き合ってるかというところにいくと，その地域
の環境というのが見えてきて面白いんですね．

阿部：去年見つけたのはね，鯉がゴミ袋に産卵するのはよく
知ってたんですけど，モツゴっていう魚は，プラスチックが
好きなんですよ．ポリバケツとか．

中本：あのね．単管パイプ入れてみてください．モツゴの卵
だらけになりますから．

阿部：そうですよね．

中本：ガラスとかね，好きなんだよね．

阿部：子どもたちと，屋根瓦に自分の名前を書いて，川に沈
めて置くんです．そうすると，3日もすればモツゴの卵だら
けになる．それをバーンと割って，うちに持って帰って水槽
に入れておくと，全部産まれるんですよ．面白いですよね．

中本：面白いですよね．多分皆さん，中部圏でその年齢まで
お生きなさったでしょうから，相当あちこちでやってるで
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しょう．やっぱり子どもの時の原体験は大切ですね．たとえ
ば遊びに行って，危険なのか楽しいところなのか判断するか
というのは，子どもの頃の経験がすごく大切だね．

阿部：原体験ということですよね．

中本：原体験ですよね．これは基本的には，理科の授業でも
環境学習の学習でもなく，やっぱり子どもが空き缶の中から
生き物を見つけるみたいなこと．子どもの好奇心がいろいろ
体験を積んでいって，やがてものさしになる．僕は川遊びっ
て30になってから始めました．それまで東京の浅草っていう
ところで育ったんで，自然なんていうのは鳩とアリしか知ら
なかった．他の生き物なんて見たことない．そういうところ
で育って，多摩川で遊び始めたんですけど，地方の川に行っ
て，この川どうなのかなと見る時に，やっぱりどこか知らな
いところで，多摩川で作ったものさしを当ててるんですね．
ここはこう違うっていう．そういう意味だと，体験をする，
つまりいなすための原体験として，子どもらが地域の身近な
自然と触れ合わなきゃいけないという気がします．

阿部：さっきのカニの話でも，まず手で捕まえて挟まれてみ
ろってことですよね．

中本：そうだよね．これはあとの話もあるんですけど，ス
プーンでやがて取れないっていうことわかるんですね．とこ
ろがカニは取りたいんですよ．はじめて動くカニを取ろうと
しているわけですから．そうするとね，やおら軍手をはめ始
めるんですね．軍手で恐る恐る取るんですが，実はそんなに
難しくなく，挟まれずに持てるんですね．ところが今度は軍
手が泥だらけになって取りにくくなる．最後ね，やっぱ素手
になるんですよ．それで，もうカニ取るのが面白くて，授業
なんか何もない．ただ2時間，カニを取っておしまいってい
う授業になっちゃったんですけどね．その中で，やっぱり子
どものすごさっていうかな．昔の子と今の子っていうのは，
実はそんな変わってなくて，面白い入り口をいかに見つけて
やれるかなのかなっていうのが，キーワードになるような気
がします．

阿部：僕もほんと同感で，今の子どもは遊ばねえっていう大
人を見るとね，蹴飛ばしてやりたくなる．何も変わってない
ですよね．

中本：変わってないですよね．

阿部：ただ，その機会がないだけ．だから，川に連れて行け
ば，みんな子どもはね，昔の子どもと同じ顔して遊びますよ
ね．

中本：そうですよね．涌井先生の話にもありましたけど，高
度成長の時に，日本の身近な山河が悪くなった時代がありま
した．その時に少年期を過ごした今の小学生のお父さんくら
いだと，やっぱりほとんど自然体験がない．特に首都圏だ
と，僕今53歳で昭和31年生まれですけど，自然体験ないです
ね．隅田川には墨汁みたいな水が流れてましたから，身近な
場所でありながら，まったく遊び場所としての価値がなかっ
た．濃尾平野なんてのは，水との関わり合いの最も濃い暮ら
しをしてきた地域です．輪中や洪水と戦った跡が，各地で今
でも遺構として残って，もしくは今も使われているんですけ
ど，行くな，危ないっていうので離れていってしまったおか
げで，川はほんとに身近にありながら，近くて遠い存在に
なってしまいました．それでなんかこう，大事なのは大自然，
北海道とかシベリアにある川で，真横の川っていうのはあん
まり気にしなくなっちゃった．このへんのギャップを，夏丸
さんは矢作川で，私は多摩川で，いろいろと活動しながら埋
めようとしてるんですけど．

阿部：賢さんが今多摩川でやってる活動っていうのは．

中本：これが難しい．やっぱりね，私立小学校じゃないんで
すよ．公立小学校なんです．公立小学校に通うのは地域の子
どもですから，その地域がやがて故郷になる子ども達に故郷
の水を知ってもらおうと思って，最初は学校に紙芝居作って
行こうと思ったんです．そうしたら今から15年くらい前です
けど，小学校から，行っちゃいけないっていう場所の楽しい
話は止めてくれと言われて，学校に入れてくれなかったんで
すね．それでやってる学習というと，CODのパックテスト
を持ってきて，子どもらが先生と一緒に水採って，多摩川は
当事汚かったですから，「これだけ汚れてる，汚い川ですね，
なぜ汚いんでしょう」って言って，子どもらはみんなゴミ拾
いして帰ってくる．待って，これをよく見てご覧って．魚は
奇形だけど，ものすごく再生してるんだよって，そこを見て
くれてない．どうも，地方からきた先生が地元の子どもらを
連れて行きまして，お前の故郷は最低だっていう勉強をして
るようにしか見えなかったんですね．

阿部：そういうの，僕も大嫌い．パックテストも実は大嫌い．
ある時ね．学校の授業についていったら，今からパックテス
トをやるっていうので，みんなペットボトル持って行くんで
すよ．汗だーだー流して歩いてきて，水汲んで帰っていこう
とするのね．「ばかやろう，川にきて何を見てるんだと．こ
の水はきれいか汚いか」という話をしたら，豊田市に住んで
る子どもたちが，「汚い」って言うんですよね．何故かとい
うと，最初からパックテストをやるという形でくれば，子ど
もはばかじゃないですからね．おそらく汚いんだろうなと思
い込んでる．でも，「いや違うよ．この水はね，触って，臭
いをかいで，入って，飲んで，いい水か悪いか調べろ」って，
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僕が言ったら，「嫌だ」って．

中本：そんなことしたら，親が大変だよ．

阿部：絶対死んじゃうとか言うんですよ．でもね，ペットボ
トルを置いて，みんなパンツ一丁にして，入れって言って，
川に入ったら，もう10分もしないうちにみんな泳ぎだすんで
すよ．

中本：子どもはそうだね．

阿部：豊田の子どもはバカばっかり，みんな泳ぎだす．頭を
つけてジャバジャバやってるのね．で，1時間終わって，「こ
の川の水はどうだった？」って言うとね．自分の遊んだ川の
水を汚いっていう子はいません．みんな「まあまあだった」

「結構きれいだった」って．「じゃあ，水の味は？」って聞く
んですよ．そしたら飲んじゃってるんですよね．それで「あ，
まずくなかった」って．やっぱり，触ってみないと解かんな
いことっていっぱいありますよね．

中本：多摩川だと飲んだら大変なことになりますけど．

阿部：そうか．

中本：実は子どもらも流域の人間も，水道の蛇口から出る水
をどっから採ってるんだ，それからトイレの水をどこに捨て
てるんだということを，知らないんですよね．本当はもうラ
イフラインとしては，一番基礎になっているのが水との関わ
り合いなのに，場所としての関わりがない．それを作るた
めに多摩川でいろいろやったのをご紹介したいと思います．
ちょっといいですか．これね，僕が紙芝居やっています，子
どもを集めて．これ，小学校で「多摩川はすっげえ面白い場
所だぞ」というのをみんなに教えたくて．別に環境活動だと
か，何かりっぱなことをやろうと思ったわけじゃありません，
面白いからやってただけなんですけど．

阿部：賢さん，これ不思議な場所なんですけど，どこなんで
すか？

中本：どこだかわかる？ わかんないでしょ．学校に入れな
かったもんで，床屋なんです．床屋は地域の子がきますんで，
学校の学区で川に一番近いところの床屋で，流域の左岸と右
岸と，4年かけて124回やりました．そうやってるうちにね，
見ている父兄が，学校でもやってくれよなんていうことでね，
それで学校でもやるようになりまして，あとはあんぽんたん
の校長を探すだけですよね．

阿部：あははは．校長先生が川遊びが好きかどうかって，大

きいですよね．

中本：もう，小学校は校長次第です．校長先生が持ってる権
限は大きいですから．公立小学校ではね．それで，校長先生
がじゃあちょっとだまされてやってみようかということで，
授業中に，授業中にですよ，ライフジャケットつけて川に泳
ぐっていうのを，初めてやったのが6年前なんですよ．一人
あんぽんたんな先生がいたんですね．なんかあったらその人
終わりですね．私も終わりですよ．子ども流しちゃったら．
でも，絶対危なくないっていうのは自信持ってましたんで．
連れていきました．
　これ，紙芝居ね，こんどヒマなときにやりますけど，夏丸
さんもよくご存知のように，下ネタ連発です．子どもの心を
つかむのは下ネタしかありません．これ，川です．そうする
と，お父さんたちも流域で育ってますが，川なんか入ったこ
とない．汚いときに育ってますから．それで多摩川に連れて
行きまして，やることは魚獲りと，さっき言ってました川流
れ，川を泳ぐということをやってます．
　こうやって泳がすんですね．言っておきますが，多摩川の
このあたりだと水はほぼ全部下水処理水です．それを知って
ると親が入れないんですけど，黙っています．上水は上で全
部取っちゃってますから，東京都は．
　これ，子どもらがみんな先生に水を掛けてますね．魚獲り
がヘタな先生なんです．ヘタな先生はこうやっていじめられ
ます．みんなに．ところが投網打つ先生なんかがいたらもう，
他の授業もばっちし上手くいく．やっぱり魚獲りが上手いと
いうのは，子どもらにとってヒーローなんですね．1年もや
ると，子どもらのほうが全然魚獲り上手いですから，先生と
かお父さんが日曜日に連れて行くと，子どもらが魚獲りを教
えるっていう変な現象が東京では起きている．
　多摩川塾というのを最近始めました．これは何かと言うと，
僕らが1人1人ボランティアでやっていても大変だということ
で，先生を僕にしちゃえ，魚獲りが上手い人にしちゃえとい
うことで，先生たちを集めて多摩川で遊ぶ学習を年14回くら
い，これも全部ボランティアで，仲間とやっています．
　やることは一緒．こういうことですね．これ，二子玉川で
すから，世田谷ですよ．そこで，こうやって流れて，水に流
された時は，下流を向いてこうやって流れるんだぞってい
うのを教えてるんですけど，たいがいこうやって遊んでま
す．先生たちも魚獲りなんてやったことない，ほとんど経験
ありません．もう，地方出身でも魚獲りなんて30代はほとん
どやってません．だから魚を獲ってみると，あまりにも面白
い．2回目はこうやって自分の子どもを連れてくる．家族サー
ビスの場になってきちゃうんですね．困っちゃいますね．
こんなコイが獲れたりなんかします．これはみんなで追った
んですけど，この先生なんか，背中に赤ちゃん背負ってるん
ですよ．



121

阿部：先生が赤ちゃん背負ってるのはすごいですけど，先生
の顔が子どもですよね．

中本：そうそうそう．これね，奥さんが同窓会で行っちゃっ
て．「子どもどうすんだよ，おれ多摩川塾があるんだよ」っ
て言ったら，「あんたたまには見なさい」って言われて，そ
れでも来たくて，背負ってきちゃったんですけどね．このコ
イをとった時，子ども半分以上埋まってました．

阿部：ハハハハ．

中本：「死んじゃうぞ，おい」って話なんですけどね．
　これ，現在の多摩川流域の小学校の教室です．僕らは， 4
年生の総合学習をやっています．3年だと体力がない．5年だ
とちょっとお兄ちゃんになって，ふーんとか言い始める．4
年が一番いい．4年は子どものまんまで面白いことをやるし，
体力もある．これ，4年生の多摩川の中下流域の川沿いの小
学校です．ご覧のとおり，私を拒み続けていたくせに，今も
う教室中全部川のものです．もう子どもらは図鑑は全部持っ
てますし，ここにはちょっと写ってないですけど，こっち側
の両方の壁に水槽があります．何よりもすごいのはですね，
後ろの棚なんですね．
　ライフジャケット．いいですか．まだ地方に行ったら，良
い子は川で遊ばないって教育委員会の旗が出てますよ．多摩
川流域の小学校はね，教室の後ろのここにですね，体操着と
か習字と一緒に救命胴衣が入ってる．で，国語でも理科でも，
何かそういうちょっと川を使える題材になると，川に入らな
くても川へ行く時は，ライフジャケットつけるっていうのが
鉄則ですから．ライフジャケットつけて，10分でも20分でも
川に行って，草の勉強とかしてます．こういう，なんていう
んですかね，50年間くらい消えてた川との関わりっていうの
を，やっぱりこれは「今の子どもたちは…」ってことじゃな
くね，何か仕組みとして作るのが大事なんですね．ただ，も
のすごく大変ですけど．必ず親が数人クレーム出ます．川に
連れて行くと．あんなところで泳がすなとか．そういうので
も，やっぱり子どもらが魚獲りするのを見ると，びっくりし
ちゃうんですね．あまりにも喜んでるから．

阿部：豊田でも，そういう活動をしていると，必ずやっぱり
そういう反対者が出るんですよね．でも現場に来て，子ども
の顔見たら，みんな何も言えなくなっちゃいますよね．

中本：そうなんですよね．おそらくこれだけじゃなく，高学
年になると，今度はアユを飼育して学習したり．小学校の先
生って，新聞に載るとすごいことらしいですね．

阿部：なんか嬉しそうですよね．いつも．

中本：そうそうそうそう．地方版，川崎版で載っかったりす
ると，なんか校長会で気持ちがいいらしいですね．

阿部：ああ，そうなんですか．

中本：どんどん図に乗って，「中本さん，1年生はできないで
すか」って．「1年生は，草花やろう」って．今この多摩川流
域の小学校では，ほとんど総合学習，地域の自然ということ
で多摩川をやってます．泳ぐのは4年から．それでこう，何
かね，みんなの故郷の関わりっていうのができたらいいなと．
あの子たちが僕らの年になった時に，初めてね，常識的な河
川運営が生まれるんじゃないかなと期待してやっております．

阿部：でもね，その多摩川の小学校でみんなライフジャケッ
ト持ってるって，これはすごいですね．

中本：ライフジャケット屋，儲かってます，多分．ものすご
い数，売ってますから

阿部：アハハ．

阿部：あのね，矢作川でも，やっぱり賢さんたちと同じよう
にね，地元の子どもたちと僕は遊んでるんですけど，ちょっ
とその写真を見てもらいます．

中本：はい．

阿部：こんな感じでやっています．今回紹介するのは，学校
の総合学習でもやるんですけれども，それとは全く別．学習
とはあんまり関係なしにして，親子で遊ぶ．とことん遊びま
す．地元のキッズプランナーっていう，やっぱり子育て支援
のボランティアがあって，その方たちがとってもいいんで，
一緒にやってるんですけれども．こんな感じで，いつもずる
ずる始めます．頭にタオル巻いてるのが僕で，いつも言うこ
とは，「子どもは流されてもいいけど，沈むな」それだけです．

「お父さん，お母さんは，流れそうな子どもは下流で待って
ろよ」それだけです．あとはね．とことん遊びます．
　もうね．5年間，半分以上が同じ子どもたちですので，遊
び方も何も全部覚えていく．繰り返すことは大事で，1回こっ
きりのイベントというのは意味がないんです．だから難しい
ことは絶対やらない．そうするとね．ここで遊んだあとに，
家族でまた来られる．そんなレベルの遊びをします．そうす
ると何度も遊んで，次の年来ると，もうちょっと顔つきが変
わってるんですよ．最初のうちはわかんなくて，「どうやっ
て獲るのかなぁ」って言ってた子どもが，「おれ，知ってる
ぜ」みたいになってくる．そういう子どもの成長もとっても
面白いです．だから，始めれば，ばーっと子どもたちは，川
に散ります．
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　ライフジャケットで流れるのは，矢作川も一緒なんですよ．
ただ矢作は，ちょっとすごいでしょ，ホームセンターで買っ
たタライを持ってくる子がいる．

中本：一寸法師ですね．

阿部：ええ．これ，もしよかったら多摩川でやってください．
アハハハ．

中本：これ買わなくても，落っこってます，多摩川に．ゴミ
で．

阿部：ちょっと多摩川の現状を知りませんでした．

中本：アハハハ．

阿部：ただこれもね，今これに乗ってる子は保育園の年長さ
んなんだけど，小学校に入ると乗れなくなります．くるくる
回っちゃって，みんな沈没する．僕はね，2時間3時間頑張っ
たけど，やっぱり乗れない．やっぱりちっちゃい子の方が乗
りやすいんですね．

中本：なんでだろうね．恐がらないのかな．

阿部：あの，単純に重心の問題だと思うんですよ．
　これなんかはね，箱めがね．

中本：これ，カジカ？

阿部：箱めがねを使って，川底にいる魚を見ながら，1匹ず
つ捕まえるという遊びをしています．矢作川ではね．テナガ
エビも獲れるし，ヨシノボリ，カジカ，ギギ，スナモグリ，
いろんな魚が獲れるんで，これを始めるとね，大人もみんな
夢中になりますね．ただ，これが終わった後は，大人はみん
な腰が痛くて立てなくなります．

中本：これ，不思議だけど，やっぱり大人だから獲っても，
ふふふとやるかと思うと，子どもと一緒だよね．もう，特に
ナマズ，ウナギ，ライギョ，この辺が入ると，大体4本くら
い切れるね．

阿部：おかしくなっちゃいますよね．

中本：あれは，子どもと全然変わらない．

阿部：だから，川遊びをしてなかったお父さん，お母さん，
していたお父さん，お母さんってあんまり関係ないの．一番
やっかいなのはね，魚釣りをしてるお父さん．「おれ，アユ

釣ってるんだぜ」って威張ってるお父さんが一番だめ．「な
んだよ．オイカワかよ」って言うんだね．あれ，子どもの敵
です．

中本：いや，それはね．味方ですよ．

阿部：味方ですか？

中本：とりあえずね，子どもの頃絶対やってる人ですから，
地元でね．特に矢作なんて，他の川行かないで自分の川で
やってるでしょ．いい川だから．だからね，子どもらが「お
じちゃん，この川，すっごい素敵」って言うとね．嬉しいん
ですよ．どんどん，味方になってくれると思いますよ．

阿部：僕は敵とは言ってますけどね，僕もアユ釣りもします
し，みんな味方ですけどね．

中本：やっぱ，入り口っていうのは大事だよね．

阿部：そうですね．とにかくね．みんな夢中になって遊びま
す．
　これね．右下にいるの僕なんですけど，なんか寂しそうで
しょ．

中本：誰か流れて，捜索してるんじゃなくて？

阿部：そうじゃない．あのね．イベントが大成功になると，
僕は寂しくなるんです．誰も僕の近くにいなくなる．みんな
川に行く．これ成功なんですよね．

中本：そうだね．

阿部：僕はいつもそう思っています．町の方の，川で遊んで
ない子どもたちの初めてのイベントでは，大体子どもたち
が僕の周りに集まってきて，「どうやって獲るの？」「これ
何？」ってまとわりついてくる．それはそれで楽しいんです
けど．一番いい状態になると，みんな川に向かって，僕に背
中を向けて，お父さんも，お母さんも子どもも一緒になって
遊んでるけど，顔を見合わせてないですよ．みんな背中合わ
せになって真剣になってる．あれがね，僕は川遊びの一番の
魅力だなと思うんですよ．

中本：矢作は，玉砂利じゃないから滑んなかったりして子ど
もが入りやすいよね．

阿部：そういう意味では，とても遊びやすい川ですね．特に
僕のいるところは，下流域ですので，砂だからね．やっぱり
楽しいですね．
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　僕のやることといったら，「夏丸さん，こんな変なの獲っ
たんだけど」っていう子どもにね，「すっげー，おまえ天才
だー」って言って，誉めてやることだけ．とにかく誉める
だけ．「すげー」って．何が出てきても．これはね，実は僕，
昔賢さんの「Let'sドンキホーテ」って番組見てて，「あ，こ
の人本物だ」と思って．それで何か盗もうかなと思った時に，
賢さんの「すっげー」っていうのを盗むことにしたんですよ．

中本：アハハハ．いやいや．

阿部：当時，バカなこといっぱいしてましたよね．

中本：悪かったな．あんたに言われたくないよ．あんたの方
がよっぽどバカだろうよ．

阿部：僕の記憶によくあるのはね，僕の家のちょっと離れた
ところにある境川っていう，あそこに入るのはかなり勇気が
いるでしょうっていう川に入って，大喜びでウナギ獲ってま
したよね．

中本：境川は面白いですよね．尾張と三河の境でしょ．方言
が違うんですよね．豊橋と三河側のどこかの都市では，橋の
真ん中で街灯の電気代も割り勘にしてるんですよね．知って
ます？ ほんと，移民で都市になってる東京と違って，やっ
ぱ，三河とか尾張はね，昔から都市ですから，本当にね，昔
いかに境川を境にして，三河の子と尾張の子がケンカした
かって話ばっかりなんですよ．これ，関東じゃねえな．文化
も自然も本当に面白い．

阿部：僕も子どもの頃，川で川向こうのやつらとは見たら石
投げるのが礼儀だったですからね．とにかく．そういう場
所だったですよ，この辺は．それで両方とも強烈に郷土愛，
持ってるでしょ．好きなんですよね．

中本：いやー．そうですか．やっぱり子どもの頃にこういう
原体験をしてる人っていうのは，大人になって，今のぼくら
とはずいぶん変わったことになるでしょうね．

阿部：そうかもしれないですね．でね，話を戻しますけれど
も，この子，「すごいなー」ってやるとね，ちょっとにこっ
とする．でね．この中を見て下さい．箱めがねに生き物が
入ってます．いいでしょ．

中本：黒子だね．ウナギだね．

阿部：女の子，よくわかんないの．「変なの獲った」って持っ
てきて，これ見たらなんて言うかわかりますよね．「すっげー．
ウナギだー」って大声で叫んでやる．そうすると，みんな

わーっと集まってくるんですよ．
　もう女の子は一躍スターになって，お母さんたちがわーっ
と集まって，「矢作川ってウナギがいるんですか」って．み
んな知らないんですよ，ウナギがいることも．「ウナギって
あの蒲焼にするウナギですよねぇ」って，当たり前じゃない
ですか．でも，みんな知らない．「本当に食べられるんです
か」って．「いやー，この川のウナギはね，僕はひと夏に50
本くらいとって，全部自分で食べてるから，ウナギなんて食
べたくない」ってちょっとホラ吹くんですよね．そうすると，
みんな目がきらきらして，「すごいですね，こんど獲りにこ
よう」って言いながら，ちょっとこれ見て下さい．僕の周り
に集まっているのは，みんなお母さんなんですよ．これ，お
父さんもいるんですよ．同じ数だけ．お父さんどうしている
かというと，子どもがウナギ獲ったもんだから，「おれも獲
ろう」って言って，みんな獲りに行っちゃってる．

中本：ありがちだね．

阿部：ひどいお父さんになると，お母さんに「あんた獲って
らっしゃい」なんて言われて，ウナギを獲りに行く．

中本：あれは蒲焼にできねぇな．小さすぎてな．

阿部：アハハハ．ちょっと小さいですよね．

中本：でも，嬉しいね．

阿部：これ面白いですよ，お父さんとお母さんとずっと川遊
びやってて気が付いたことなんですけど，女の人は必ず魚を
獲った後に「夏丸さん，これ食べられますか」って聞くんで
すよ．「おいしいですか」って．ところが男の人は絶対言い
ません．男の人は持ってきて，「夏丸さん，これ珍しい？」．
これ，ほんと不思議ですよね．

中本：なるほどね．

阿部：東京はそういうことはないですか？

中本：食べられるかって多摩川で聞かれたことはないな．

阿部：あ，そうか．

中本：誰もが食べられないと思ってますからね．

阿部：そうか，そういう意味では，矢作川はまだ幸せだな．

中本：今の夏丸さんの話ですごいのは，釣りなんかは，「釣
りバカ」でもそうですけど，インストラクターの方がいて
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ね，釣りの道具をそろえてもらってやるんですよね．海釣り
でも川釣りでもそうですけど，釣りをやると必ず，外道って
いう種類の生き物がいるじゃないですか．初めて釣りやる人
に，「あー，これフグ，外道だ」ってパーンってやられると
ね，この人，やっぱりフグが一生価値のない魚になっちゃう
んだね．ところが子どもらはほんと，誰でも獲れるテナガの
ちっちゃいのとかでも，獲れて「わあ，すごいなー」って言っ
てやると，そのテナガはもう一生忘れられない生き物になる．
やっぱりその身近な自然で遊ぶ時に，その入り口に立つ人の
立場っていうのはすごく大きいですよね．

阿部：大きいですよね．魚に変な価値観を植えつけないこと
は大切な事だと思います．
　これは自分の獲った獲物を上から眺めて数を数えてる後ろ
姿．10匹獲ったぞ．ただね．その10匹獲ったぞーの水槽を，
ひょいと上に持ち上げてやる．そうすると子どもの顔が変わ
るんですよ．

中本：これ何の魚？ ギバチ？

阿部：それは，ギギです．

中本：普通のギギ．矢作は上から落ちてくるんだ．あ，ごめ
んなさい．専門的な話をしてしまいました．

阿部：上から見てると数だけ数えて満足するんですけれども，
それを目の高さまで持ち上げると，あっと気が付く，面白い．

中本：吸盤がついてたりね．

阿部：こんなヒレしてる．こんなヒゲが生えてる．目が一瞬
にして変わる．もう理科の目になるんですよね．僕たち大人
ができるのはね．偉そうに魚の名前を教えたりすることじゃ
なくて，こういうふうに，ふっと見せてやること，そういう
ことじゃないかなと，子どもたちと遊んでて思うようになり
ましたね．
　で，水槽に入ってると「きれいだね．かわいいね」って言っ
ていた魚がね．バケツにあると，一瞬にして食材になる．

中本：矢作はすごいなぁ．

阿部：これすごいですよね．矢作の下流なんですけど，セイ
ゴまでいますよ．これ．

中本：ほんとだ．

阿部：アユもいるし．

中本：カマツカもいる．美味しい魚がいるね．これはオイカ
ワだね．

阿部：でもね．アユが美味しいとか，あんまりどうこう言わ
ない．全部魚はこうしちゃいます．ジューッ．

中本：腰引けてるね．

阿部：お母さんたちも慣れたもんでね．これ，魚ぜーんぶか
ら揚げにしてくれます．

中本：ふーん．

阿部：で，子どもたちとむしゃむしゃ食べる．そうすると，
こういう笑顔が生まれる．

中本：涙が出てる．

阿部：エヘヘヘ．

中本：水？これ．

阿部：僕は川で遊ぶことについてね，知識とかそういうのも
あるんだけれども，やっぱり生き物と触れ合うことを子ども
に教えるのが，大人の務めだと思う．多摩川ではどうかもし
れないけど，矢作の魚はまだかろうじて食べられる，だった
ら見せてあげたい，感じさせてあげたいという気持ちでいま
すね，一番．何でこんなことをやるのかと言うと，さっき賢
さんの話の中にも出てきたんですけど，故郷感なんですね．
今ある川が，子どもの故郷なんですよ．大人が話をすると，
故郷の川はきれいで，もっとどうのこうのっていう話になる
んだけど，いくら薄汚れていても，子どもたちが今見てる景
色そのものが彼らの故郷だと僕は思う．だから，今ある彼ら
の故郷を，コンクリートで固められているから駄目だとか，
絶対言いたくない．だから僕は，やっぱり賢さんと同じよう
にどぶ川でも入って，そこにいる生き物を見せて，面白いっ
ていうことをね，感じさせてやりたい．そうするとね，彼ら
はきっと，50年も後になって，僕が死んだ後ですよね，偉
そうな顔してね，「わしは，昔あの田んぼの脇の川でね，ド
ジョウ獲った」だって，威張れるんですよ．今のおじいさん
たちが威張っているのと同じように，だから，今あるものを
そのまま見せてやりたいんです．きれいにするのも大事だけ
ど，まず今川に入ってみるっていうことの大切が，僕はその
辺にあるんじゃないかなと．

中本：でもきっとね，子どもたちは川を見てるんじゃなくて，
夏丸さんを見てるんだよね．
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阿部：川で遊んでると，みんな僕に背中向けてるんですけど．

中本：入り口になる人がそこを好きだっていうこととか，楽
しいと本当に思ってるっていうことは，すごく子どもには伝
わるんですよね．時々子どもを忘れたり，川で撮影すること
になったりすると，気が付くと後ろにカメラがなかったり，
そういう変なおじさんが川にどんどん入っていっちゃう姿を
通じて，子どもたちの中に地域の自然というものの価値観が
生まれるような気がするんですよね．

阿部：そういう意味で言うと，やっぱり大人の意味っていう
のはとっても大事ですね．だから僕が今一生懸命やりたいの
はね，たくさん変な大人を育てたい，仲間を作りたい．たと
えば賢さんみたいな方が矢作川に30人いたら，これまた川が
変わるんですよ．やっぱり，本当にばかみたいに川が好きな
人がいっぱい出てくると，子どもたちが変わってくると思う
んです．

中本：涌井先生の話にもありましたけど，もうそういう時代
になりましたよね．ちょっと控え室でお話させて頂いた時に，
やっぱり昔の環境活動というのは必ず敵がいてね，非常に組
織としてまとまりやすかった．でもこれからの環境活動とい
うのは，敵がいない．誰かが悪いんだということでは，環境
意識全体のマジョリティとしてあげていくにはね，もう無理
だという話を聞いてね．やっぱり「人」なんだなっていうこ
とはね，すごく感じるんですよ．僕が本を出した時に，よく
読者の方がお返事くれるじゃない．いっぱい来たのを全部見
てみたら大体ね，30代，40代のサラリーマンなんですよ，買っ
たのが．子どもじゃなくて．賢さんみたいになりたい，って
やっぱり書いてるのね．芸能人だからね，もっと他のことで
憧れて欲しいんですけど，誰でもできることを，網持ってた
だ楽しくやってると，俺もやりたいっていう声がすごく多
かったのね．これはもう経済成長で，国民みんな同じ価値観
持って生きていられた時代じゃなく，価値観をそれぞれが自
分で生まなきゃいけない時代に入ってる，多分．そうじゃな
きゃ，夏丸さんもおれもね，こんなとこ座ってないんですよ．
ただの変人なんです．多分一緒だと思うけど，川行って，お
れ，何回通報されたか．

阿部：僕もです．

中本：「死体が浮いてる」って．泳いでるんだ，ばか．多摩
川で魚見てるとね，大体通報されるんですよ．

阿部：僕はね，大体怪しいところに網持って入っていくと，
泥棒と間違えられますね．パトカーが来ちゃう．

中本：水産価値ありますからね，アユがね．

阿部：アユじゃなくて，野菜泥棒と間違えられるんですよ．

中本：野菜泥棒．本当は盗ってってんでしょ．

阿部：いや，盗ってないです．

中本：帰り道に2，3個．こう．

阿部：いやいや．

中本：うそー．ほんと．

阿部：でも，そうやって，やっぱり大人も川に入っていかな
くちゃいけない．そういった意味でね．ちょっと，次の写真
見てもらえますか．
　これね，実はCOP10の事業として愛知県下に10個，メダ
カとかドジョウを田んぼに上がらせてあげようという水田魚
道を作ったんです．その一つが僕の家の近くで．

中本：あ，左にあるの魚道なの？

阿部：そう，これ魚道なんです．これ位のプラスチックのパ
イプにこういうふうになってて，よくできてるんですよ．桟
ができてて，こういう蛇行した水路ができるから，落差のあ
る田んぼの上まで生き物が上がる．これを作る時に，地元の
人なんか「こんなの上がらねぇだろう」って言うんですけど，
いや，上がるなと思ったら，案の定すっごく上がりました．

中本：でもこれ変だよね．こんな用水路に魚道がついてるっ
ていったら，普通驚くよね．

阿部：これを作っちゃうこと自体が明らかに怪しい景色なん
ですよ．

中本：だろうな．

阿部：でも，僕，ここで作るんだけど，なんかアドバイスく
れますかって聞かれたんです．僕は，この魚道のことはどう
でもいいんだけれども，面白いことに，これを今回やったの
が，愛知県の農林水産事務所と豊田市の土地改良区だったん
ですね．僕は，この魚道以前に，この水路にすごく前から不
満があって，
　この下流にはこんな段差がある．これ，メダカ上れます
か？

中本：無理だね．

阿部：ですよね．とてもじゃないけど上れない．しかも，そ
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の下流を見て下さい．
　コンクリートの3面張りです．幅4メートル，大雨がきたら
みんな流されます．僕はこの川に入って，メダカがどれだけ
いるのか，春に全部調べました．そしたら，1キロの間に30
匹です．これはつらいぞと．ただ，その1キロ下流に下ると，
これだけ草が生えて，

中本：ガサガサがちょっとあるんですね．

阿部：ここでガサガサやると，一網で50匹メダカが入ります．
ただ，あの草のない所には全然行かない．魚は棲みやすいと
ころを良く知ってます．その水田魚道を作る前に，土地改良
区にメダカの話をして，草を植えさせてくれと，草を入れた
ら生き物戻るんじゃないか，と言いました．でも首を縦に振
りませんでしたね．

中本：そりゃ，嫌がるでしょう．

阿部：おそらく，首を振るところは日本中どこ行ってもない
でしょうね．土地改良区にとって，草は敵ですから，なんと
もならなかった．
　ところがね，僕はもう土地改良区の上の人にいくら話して
も無駄だなと思って，半分諦めてたの．ところが，これ右上
にいるのが農林水産事務所の方で，ここの担当者です．左下
が土地改良区の方，担当者です．

中本：喜んでるね．

阿部：喜んでるでしょ．あのね，まず最初に川に入っても
らったの，子どもと同じように．メダカがいることを見ても
らいたかった．上の方の方を連れて行って，一緒に遊んだん
ですよ．メダカとって．そしたらね，最初は僕は怪しいです
から，ちょっと警戒してたみたいなんだけど，メダカ見てる
うちにね，なんか顔つきが変わってきて．
　こんな卵を持ったメダカを見た時にね，彼が立ち止まった
んですよ．流れの脇でメダカ見つけて，こうやって網持った
まま，動かなくなったんですよ．「あれ，この人なんか考え
てる．メダカと生き物見てなんか考えてる．ひょっとした
ら」ってちょっと期待してたら，すごいことが起きたんです．
　おそらくね，僕には言わなかったんですけどね，苦労され
たと思うんですよ．それでここに草を植えてもいいよという
許可を取ってくれた．で，ここに集まったのが草植え部隊な
んです．これもね，僕は，川はつながっているから，ここは
土地改良区の管理だけれども，下は市の河川課が管理してる
から，市の河川課に電話して，県の河川課にも電話して，い
ろんな方に電話したらですね，すごいですよ，みんな集まっ
てくれた．地元の川好きの親子もいるし，矢作川研究所の方
もいるし，いろんな方がね，みんな集まって，ここにすごく

原始的な方法で草を植えたんです．
　これ，下流部にある草です．大変な仕事でした．スコップ
で草を泥ごと取って，上流へ運ぶ．軽トラに何杯も運びまし
た．1キロですからね．
　こんな感じで．もう，「大水が出たら流されちゃうよ」な
んて意見もあったんですけど，この時に，よそから持ってき
たきれいな草を植えるんじゃなくて，地元で踏ん張ってる
草だったら，絶対付くって信じましたね．「地元で踏ん張っ
てる草だから絶対大丈夫」って言ったら，見事にその年の秋，
2ヵ月後ですね．こんな風になりました．こんもり小山がで
きた．

中本：怪しい場所になったね．

阿部：ちょっと怪しい場所ができました．全体で見たらね，
どうってことないんです．でも，これだけのものがいかに生
き物に影響を与えるかっていうのが，みんなに見てもらいた
かった．でね，こうなったらガサガサ，ちょっとやれますよ
ね．で，やっぱり子どもたちを投入しました．

中本：そのガサガサで皆殺しだな．これ．

阿部：メダカ皆殺しです．だって，僕はもう乱暴ですから，
もともと30匹しかいなかったメダカです．「どんだけ死んだっ
ていいよ．お前ら，獲れー！」って，もう皆殺しです．でも，
子どもたちすごいですよ．こう歩いていくと，速度が変わる
んですね．草のあるところには生き物がいるっていうのをみ
んな体験としてわかってるから，草のないところは素通りし
て歩きます．
　で，この1キロの間を上流，中流，下流と分けて，3つの
データを出しました．上流部はまだ草を植えてないんです．
で，出た数字がこんな感じ．一番上にメダカの数字が書いて
あるんですけど，春に全域を調べて30匹だったメダカが，草
を植えただけで，下流域が320匹．下流域っていうか草を植
えたあたりですね．それから，中ほどが230匹．上流部で40
匹．だから，もともと草が1本もなくて，30匹しかメダカが
いなかったところが，600匹近くに増えるんですね．よく総
合学習で，メダカは小さくてかわいい，弱い魚だっていうん
だけれども，ぼくはメダカって最強の魚だと思ってるから．
この数字を見た時は，みんな腰が抜けましたね．やっぱり．
ただ，こうやってなんとなく大人も子どもも川と関わってい
く中で，生き物を見る視線ができるとね，一度川に入って遊
んだ人はみんな，仕事の途中でもなんでも川に立ち寄って覗
くんですよね．

中本：うまいことやったね．

阿部：今まで誰も覗かなかった水路を，いろんな人が覗く．
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中本：これはやっぱり，認めてくれた地権者の方と，土地改
良区の方がすごいな．

阿部：ほんとにそうだと思います．

中本：ここは，生き物がいる必要のない場所だからね．

阿部：そういう意味ではね，ぼくは水田魚道についてはこれ
からだと思うんですけど，今回土地改良区の人はスタートと
しては，素晴らしいことをやったなと．でね，次の写真見て
下さいよ．さっき生き物が上れない段差が水路にあったで
しょう．これをね，土地改良区の人と，農林水産事務所の人
がこんな風に直したんです．見て下さい．

中本：おお，魚道だ．

阿部：魚道ですよ．

中本：上がれるようになったんだね．

阿部：農業用水路に魚道が完成した．しかも，この魚道を見
て下さいよ．あのね，アユの遡上と違って，メダカとかそう
いったものっていうのは，とても大変なんです．だからもう，
図面の段階で練りに練って，

中本：ずるいね．面白そうだね．

阿部：僕もその図面を持ってきた時にね，この担当者の方，
遊んでるなーと思いましたよ．

中本：真剣にやれるもんね．

阿部：すっごい楽しそう．こうやったら，ここに石を置いた
らメダカはどう動くんだろうって．すごく愛情を感じる魚道
なんですよね．階段式のコンクリートとは違って，すごくい
ろんな生き物のことを考えて，僕はね，「日本一だな」と思っ
ています．

中本：土手に桜を植えることよりも，こういうことの方が未
来があるな．

阿部：そうですよね．だからそういった意味でもね，きっか
けとなったのは，僕はメダカだと思いたいから，大人もやっ
ぱり川に入ってみることっていうのはとっても大事なことな
んだな．特にこういうことのできる河川管理者といわれる人
には，子どもと同じ視線でもう一度川を見て欲しい．そうい
うふうに，今本当に思っています．

中本：20年前，30年前じゃ，絶対こういうことはありえな
かったでしょうからね．そういう時代になってるのかな．だ
けどまだ，矢作川水系だと川をきれいにするっていうのは3
面張りにするということがある，どうしてもね，まだ農業が
自立してるから，利水という側面がある．多摩川なんかだと
田んぼがないですから，親水っていう観点しかないですけど．
まだ明治用水も含めていろいろ農業を支えている地域でこう
いうことができるというのは，多分すごいことだと思うよ．

阿部：ですよね．そろそろ時間もかなり過ぎちゃったので，
まとめましょう．

中本：いかがでしょうね．「流域で守る生命の豊かさ」，実感
としては，流域の方々もしばらく川から離れてるから，子ど
もも大人も身近な自然にちょっと疎くなってしまっている．
生命も大事ですけど，そこの川が大好きでしょうがない変な
おじさんも守って頂きたいなと思います．

阿部：そうですね．多摩川も矢作川も同じ都市河川ですけど，
自然の豊かな川じゃなくて，都市河川ならではのいいところ
をどんどん見つけていきたいですね．

中本：ぜひまた，みなさんの地域の自然とたくさん関わりを
作って，まずご自身が好きになること，多分それが最初の入
り口だと思います．子どもたちが川や山，流域の自然に関心
を広げるためには，やっぱりまず最初にご自身がそこを好き
になるっていうことが大きなきっかけになるような気がしま
す．みなさんのちょっと前で我々2人，今後も矢作川と多摩
川で頑張ってまいりしょう．

阿部：頑張りましょう．

中本：ご清聴ありがとうございました．

阿部：どうもありがとうございました．

─　休憩　─

〇司会　次に，パネルディスカッション「流域でまもる生
命（いのち）の豊かさ」に入りたいと思います．壇上の皆様
をご紹介致します．先に，パネラーの皆様です．矢作川漁業
協同組合長で，矢作川研究所運営協議会副会長の新見幾男様，
ため池の自然研究会・NPO法人「みたけ・500万人の木曽川
水トラスト」の大沼淳一様，三河淡水生物ネットワークの浅
香智也様，伊勢・三河湾流域ネットワークの丹羽健司様，以
上4名の皆様です．コメンテーターは，先ほどご講演頂きま
した，涌井史郎様にお願い致します．コーディネーターは，
豊田市矢作川研究所の洲崎燈子が担当致します．それでは，



128

流域でまもる生命（いのち）の豊かさ

ここからは洲崎さんにバトンタッチしたいと思います．

〇コーディネーター（洲崎）　今日コーディネーターを務め
させて頂きます矢作川研究所の洲崎です．よろしくお願い致
します．先ほどは涌井先生のご講演，そして中本さんと阿部
さんのご対談では，"Think Globary, Act Localy"「地球規模
で考えて，地域で活動しよう」という言葉がありますけれど
も，本当にその両方をカバーするような内容をお聞かせ頂い
たと思います．このパネルディスカッションでは，山川里海
のつながりから成る流域で生き物と向き合い，生命の豊かさ
を守るために，私たち1人1人に何ができるか，ということを
話し合っていきたいと思います．
　今日のパネルディスカッションの流れを，ここに簡単に紹
介させて頂きました．ここで，「生物多様性」という言葉を
先ほど涌井先生からもご紹介頂きましたけれども，この言
葉はなかなかイメージが掴みにくい概念であるということ
で，今回は「自然との付き合い方」という言葉をキーワード
にしてお話をしていきたいと思います．先ほど「作法」とい
う単語が出てまいりましたけれども，今，農林水産業に携わ
る生業者，一般市民，そして行政，研究者，様々な立場の人
達が，もう一度自然との付き合い方ということを考え直さな
くてはいけない時期に来ているだろうと思います．自然との
付き合い方が上手になるということが，生物多様性を守るこ
とにつながるのではないか，という考え方です．先ほど，メ
ダカという生き物の逞しさを，対談の中で紹介して頂きまし
たけれども，身近に当たり前にたくさんいたメダカのような
生き物が絶滅危惧種に追い込まれているような現状がありま
す．こうしたことは，やはり自然との付き合い方がまずかっ
たことの結果でしょう．多くの里山の生き物が同じような理
由で，大きく数を減らしてしまっています．過度な利用でも
なく，放棄でもない，適度な利用ということをどう実現して
いけばいいか，身近な自然に生きる生命を守るために，どう
やって自然との上手な付き合い方をしていくか，こうしたこ
とを今日は考えていきたいと思います．
　伊勢・三河湾流域では流域を視野に入れて，様々な自然保
全活動が行われてきました．ところが意外と同じ地域にいて
も，お互いを知らないことが多いということで，このディス
カッションの場でご紹介頂きたい．そして自然と上手に付き
合い，住民による持続可能な流域づくりを実現して，生命の
豊かさを守るにはどうすればいいか，ということに関してア
イデアを出し合いたいと思います．
　まず，私とそれから新見組合長の方から，矢作川での取り
組みをご紹介します．そして大沼さんから木曽川，浅香さん
から豊川を中心とした取り組み，丹羽さんからは伊勢・三河
湾流域ネットワークの話の全域的な取り組みということにつ
いて，お話を頂ければと思います．ディスカッションでは，
まずパネラーの皆さんに，自己紹介をして頂く，それととも
に今日のディスカッションのキーワードである「自然との付

き合い方」ということに関してひと言，それぞれのお考えを
お話し頂ければと思います．
　それでは，私の方から，矢作川流域についてご紹介してい
きたいと思います．ご存知のように矢作川というのは，源流
域に長野県，岐阜県の一部を含み，愛知県の中央部を流下し
ている幹川流路延長118 km，流域面積1,830 km2の河川です．
おおよそ，西三河地方と呼ばれる地域が大体ここに含まれる
ことになります．流域の7割は森林です．矢作川の大きな特
徴が，河口から34 kmから80 kmの範囲に農業，工業，上水
道，発電用と，7つものダムがあるということです．平均水
利用率は，過去30年間で4割を超すというような非常に高い
数値になっています．そして矢作川流域というのは，昔から
多くの流域住民が，川の環境を良くするために一生懸命活
動していた地域です．その歴史は約100年前に遡ることがで
きるんですけれども，明治用水が通水開始した明治時代に
は，先ほど涌井先生のお話にもありましたように，山の木の
伐採が非常に過度に行われていて洪水被害や土砂災害が絶え
なかったということで，明治用水が最上流の長野県の根羽村
に水源林を造成しました．時代は下って，高度経済成長期の
日本中の川が大変汚れていた時期に，沿川の農業・漁業団体
や自治体などが中心となって「矢作川沿岸水質保全対策協議
会」，略して「矢水協」が設立され，全国で初めての水質汚
濁防止法による摘発を行いました．その後，矢水協は流域内
での一定以上の規模の開発行為を必ず矢水協に届け出る，ま
た上下流の住民たちが交流する矢作川方式というものを，こ
の地域に定着させました．さらに時代が下って，生態系に配
慮した工事を行う近自然工法，これも全国に先駆けて矢作川
で導入されました．16年前には，今私たちのおります豊田市
矢作川研究所が設立されました．研究所の活動に関しまして
は，お手元の配布資料のパンフレットをご覧頂ければと思い
ます．そして，1996年には，豊田市の水道料金，1トンあた
り1円を加算して，そのお金を積み立て，上流域の森林整備
に当てる水道水源保全基金が創設されました．
　ざっと見まして代表的なものだけでも，これだけ様々な取
り組みが今までなされてきた流域であるということが言えま
す．ただし，矢作川流域もたくさんの問題を抱えています．
先ほどお話しましたように，水が流れ，砂を運んでいるべき
川が，7箇所ものダムで堰き止められてしまっている．これ
は矢作川の最上流・最大規模の多目的ダム，矢作ダムの堰堤
の風景です．このダムがあることで，だんだんと川が変わっ
てきました．元々砂河川と言われ，たくさんの砂が河床と河
川敷を覆っていたはずなのに，その砂が流され，供給されな
い川になり，こうした髪の毛のように長い藻であるとか，特
定外来生物になっているカワヒバリガイが大量発生するよう
な事態が起きています．そして，アユを代表とするような回
遊生物の往来も，もちろん阻害されています．また，元々護
岸のために植えられていた竹林が，川が動かなくなり，竹の
利用もされなくなったことで，こうやってジャングルのよう
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になってしまっている，こういうような川の風景が変わって
きたという問題があります．一方で，源流域の森林荒廃の問
題があります．矢作川流域の7割は森林ですけれども，その
半分がヒノキやスギの人工林です．国内林業の低迷によって
間伐などの必要な管理がされないために，山は荒れ，暗い林
の中には植物が生えず，緑のダム機能や土砂災害を防ぐ機能
などが，下がってきていることが懸念されています．先ほど，
畠山所長の話にもあった10年前の東海豪雨時には，最上流の
矢作ダムをこのように流れ出した流木が埋め尽くすという事
態が発生しました．
　こうした流域の問題に対し，矢作川というのは，研究者や
住民，行政といった様々な立場の人が垣根を超えて共同で調
査をしているという取り組みがあります．その中で，今日
は2つを紹介します．まず，天然アユの生態調査ということ
で，アユをはじめ豊かな水産資源の復元をめざして，地元の
魚釣り愛好家や漁業関係者による矢作川天然アユ調査会，そ
して豊田市，中部電力，矢作川漁協などの協働による調査研
究が1994年から継続されています．1999年には，アユの保全
のための長期的な対策，短期的な対策を含む16項目の提言を
行なっています．そして2000年からは，アユが赤ちゃん時代
を過ごす河口域や海域の調査も実施されています．この写真
にあるのは，暑い夏も，寒い冬も川の中で調査をしているア
ユ調査の実働部隊，天然アユ調査会の，川とアユのことを話
し始めたら止まらない元気なおじいちゃんたちです．そして
次に，「矢作川 森の健康診断」という取り組みが2005年から
始まっています．矢作川水系で活動する森林ボランティアた
ちの作った，「矢作川水系森林ボランティア協議会」，略して

「矢森協」，さっき矢水協というのがありましたけど，これは
矢森協です，ここと地域の森林研究者が手を組んで，一般市
民に参加してもらい，人工林の健康調査をする森の健康診断
を行っています．こうやって，矢作川流域のほぼ全域を5年
間で診断しました．そして，流域の人工林の5割から7割が間
伐遅れであるということを，これまでに確認しています．こ
のような一異なった主体による協働調査が今まで行われてき
ている．これが矢作川流域の住民活動の原動力であるのでは
ないか，そして全国で唯一，川の研究所として，矢作川研究
所が存在できる理由なのかなと考えております．それでは，
長くなりましたけれども，新見さん，引き継いでお話をお願
いしたいと思います．

〇新見　矢作川漁業協同組合の組合長の新見と申します．い
つもは豊田市の矢作川流域でシンポジウムを開いておるわけ
ですけれども，今日は矢作川の方からバス1台に乗って，た
くさんの方に来て頂きました．今日は名古屋でやりますので，
他流試合に出てきたような気分で緊張しております．矢作川
の状況について，今洲崎燈子さんからお話がありましたけれ
ども，私は漁業関係のお話を中心にしたいと思っております．
矢作川の方はよくご存知であるわけですけれども，矢作川と

いう川は，今日天竜川の方も来ていらっしゃいますけれども，
天竜川のような大河川と違って，中規模の川です．僕らは天
竜川なんかへ釣りに入りますけれども，やっぱりちょっと恐
いですね．大きな川で恐いですけれども，矢作川の場合は比
較的やさしい，中規模の一級河川です．それで自分の裏庭で
も管理するような気持ちで管理してこられた，そういう川だ
と思います．最近はさらに水量が減って，ちょっとやさしく
なりすぎたなという感じですけれども，全長118 kmの河川
の中流から下流部にかけて，約50 kmの漁場を持っておりま
す．しかし，先ほど洲崎さんの方からお話がありましたよう
に，半分はダムの底です．ちなみに矢作川水系には全部で35
のダムや堰堤があるそうです．
　私は9代目の組合長です．1902年に漁業協同組合が創立さ
れて，今108年目ですけれども，私が9人目です．長いこと漁
協の役員をやってきまして，これでまもなく73歳になりま
すので，今年の3月で退任を致します．漁協の方のことを申
し上げますと，私たちは今でもよその川に釣りや視察に行き
ますし，よその漁協の方が矢作川を視察にも来られますけれ
ども，そういう経験から言うと，多分矢作川漁協というのは，
全国で一番面白い漁協じゃないかなと思っております．夕べ
も月例の理事会をやってきました．20人位の会合で，理事の
皆さんと支部長の皆さんがご出席なさいます．僕は最近驚い
ておるんですけれども，非常によくしゃべられる．発言が多
いです．案外，みんな自由に発言されておって，面白い話を
いっぱいして笑ったり怒ったり，すぐ怒る人が案外多いんで
すけれども．私の組合長の立場で言うと，組合長がこれはど
うしても実現したいと思って，私は今任期6年目ですので，6
年間かかって実現したいと思ってきた，提案してきたことで
も，平気で否決なさるし，そういう意味では大変皆さん自由
にやっておられて，議論が活発だということで今の矢作川が
できてきたなと思っております．
  私たちが一番思い出深く，またこれから付き合っていかな
きゃならんと思っておるのは，矢作川研究所です．豊田市に
矢作川研究所というものができた．1991年に豊田市が漁業団
体や農業用水団体や官庁の方を含めて，ヨーロッパへ川を見
て来いということで派遣してくれた．するとドイツのドナウ
川の支流にイン川という川があるんですけれども，そこに日
本でいうと当時の建設省の直営のような博物館で，イン川博
物館というのがあった．そこを見て「いいなぁ，これはいい
なぁ．しかし博物館よりは，研究所が欲しいなぁ」というこ
とになって，帰ってきてすぐに当時の加藤正一市長のところ
に報告に行きました．「こういういいものを見てきたよ」と
いうような報告をしたら，「そんなにいいものを見てきたの
なら，それだけでお前たちを外国まで送った価値があった」
と言った．そして「どうして欲しい？」と言うから，「僕は
博物館よりは研究所が欲しい．矢作川研究所が欲しい．1
本の川に1つの研究所がなけりゃいかんという感じになって
帰ってきました」と言ったら，「作ればいいがや，金だした
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流域でまもる生命（いのち）の豊かさ

るで」と．それで，「作れ，その代わり，お前たち自分で人
は探してこいよ．人は出せよ」ということでしたので，それ
を引き受けました．
　研究者はどこかで働いている人を雇わなきゃしょうがな
いわけですけれども，第3セクターで作るという決議をして，
私が行きがかり上，初代の事務局長を引き受けました．非常
勤ですけれども，常勤の研究員のみなさんと一緒に働かな
きゃいかんという，非常にやっかいな立場だったわけです．
それで，研究所がその3年後にできるわけですけれども，そ
の2年後に矢作川天然アユ調査会という民間の団体ができま
した．これは調査を一手に引き受けておる民間の釣り人中心
の団体ですけれども，研究所と調査会が組んで大仕事をやっ
ておってくれます．今，研究所ができてよかったなと思っ
ておるのは，いろいろ，先ほども発表がありましたけれど
も，成果が出てきておる．それはいいことに違いないんです
けれども，今僕らが思っておるのは，研究所ができて農業用
水団体だとか，中部電力だとかいう人達と話ができるように
なったというのが一番良かった．その前は，会えば喧嘩ばっ
かやっておって，どうしようもなかったんですけれども，そ
れは共通の言葉がなかったということだろうと思います．研
究所が通訳をしてくれるようになった．研究所が出したデー
タで話をする．そうすると，矢作川漁協のあの新見っていう
のは憎たらしいやつだけれども，このデータを見ると公平に
出てるじゃないかと，これで話し合うなら話し合えるぞとい
うようなことになりました．まあまあ私たちも農業用水団体
の言葉を覚えたし，発電会社の言葉も覚えて，あるいは官庁
の用語も覚えて，それぞれ意思が通じるようになったという
のが，一番の成果じゃないかなと思っております．先ほど基
調講演の中で，「いなし」という言葉が出てきましたけれども，
今はいなしたり，いななされたりして，仲良くやっておりま
す．研究所の関係のことでは，そういう成果があると思いま
す．
  それから，漁協の現在の体質ですけれども，先ほども言っ
たように，案外面白い組合になりまして，組織の中の分権体
制がしっかりしてきました．大体委員長クラスは，私どもの
組合の仕事をほとんどやるわけです．放流から河川愛護か
ら，産卵場整備から，そういうことは各委員長クラスがみん
なやって下さるわけです．そんなような体制で，ダムの半分
が川底に入ってしまったようなところで，天然アユを孵化さ
せることに成功をしたと思っております．また，偶発的な要
素もあるんですけれども，多分天然アユは営業レベルでも復
活したんじゃないかと思っております．矢作川漁協の一番面
白いところは，たくさんダムがありまして，そこをアユがう
まく上っていけない，たとえば，国交省が直営で管理してい
る矢作ダムというところはそもそも魚道がないんですね，そ
れで魚道を作ってくれといっておるといつできることやらわ
からんから，そんなことは待っちゃおれんので，そこのとこ
ろはトラックで越えようじゃないかということで，各ダムを

水量が少ない時は全部トラックで越えて，上流の方へ運んで
おります．秋になるとアユは海の方へ下っていって，海の近
くまで行って卵を産むんですけれども，それもトラックで上
流で捕まえて運んできて，産卵場の方へ持っていきます．豊
田市は自動車都市ですので，矢作川のアユは自動車で旅をし
ます．トヨタ自動車の車ですけれども，上流へ行く時も，下
流へ行く時もトラックにだいぶお世話になっております．匹
数でいいますと，去年，天然アユが300万上ってきたんです
けれども，そのうち100万匹が自然溯上で，残り200万匹はト
ラックにお乗りになりました．
　多様性の関連では，先ほど涌井先生がお話しになった，生
物多様性をどう保全したり回復したりするかという問題で
は，私どもは今，回遊魚の復活を中心にして仕事をしており
ますので，どうしてもダムにきちんと魚道を整備して，魚道
の運用を中電のみなさんと相談をしながら，水量調整もして
頂いて，ダムの運用も考えていきたいわけです．今後の問題
として一番大きな問題は，なんせ一番新しいダムでも40年近
く経っておりますので，老朽化してきております．老朽化し
てきておるっていうのは，ダムのコンクリートが劣化してい
るというような意味ではなくて，内部に非常にたくさんのヘ
ドロを抱えていることがわかってまいりました．それをどう
やって除去するか，そういう大きな問題があります．矢作川
研究所が通訳をしてくれるようになって，話がうまく進ん
でおるという話については，ごく最近のことですけれども，
ちょっと後で補足をしたいところがありますので．お話をし
たいと思います．

〇コーディネーター　ありがとうございました．続いて大沼
さん，お願いします．

〇大沼　木曽川水トラストの大沼です．私は木曽川の中流域
の御嵩町へ通い始めて14年くらいになります．その理由とい
うのをお話したいと思います．
　木曽川流域の人口は百何十万なんですけども，この水を利
用して生きている人500万人です．まさに生命の川です．そ
れから伊勢湾・三河湾にとっても，砂や栄養源を運び込む大
事な川，生命の川です．この川の流域を眺めてみたいんです
が，黄色で示した山，乗鞍，御嶽，木曽駒，臼杵岳，これ
らは日本100名山なんですよ．100名山の山が4つもあるとい
う流域です．流域の大きさが5,200 km2，矢作川の3倍位です．
それから流路延長は，ちょうどやっぱり矢作川の2倍位です
よね．日本で8番目位の流路延長の大河川です．この上流に
いくつかダムがあるわけですよね．ここに岩屋ダム，牧尾ダ
ムといったようなダムがありますけれども，実際にここに貯
まっている水は，ここから直接町へ行くわけではありません．
取水口は下流に全部で3つあるんですけど，代表的なのは兼
山取水口，これは愛知用水ですね．それから，これは犬山取
水口，愛知県の名古屋市が取水をしています．この取水口の
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ちょっと上流がこの御嵩町なんですけど，関電の丸山ダムの
ちょっと下流で事件が起きたわけですね，14年前に．
　ここに東洋一とも言われた大型の産廃処分場ができるとい
う話が持ち上がりました．私は名古屋に住んでて初めて，上
流のことに気が付き始めるわけですね．これが今の丸山ダム
です．ここは蘇水峡という昔の名所です．これが木曽川の本
流なんですが，そこに面した急な沢です．ここにダムをこさ
えて，産廃を100万トン入れようという構想でした．これは
横から見たところですね．ここにダムができて，この尾根筋
までの谷にごみを埋めようという計画だったわけですね．こ
こに集落があります．10件の家がありました．すでに買収が
済んでいました．そういう状況で何とかしなくっちゃという
ことで，運動が始まりました．この産廃なんですけど，この
新聞記事を見たら分かりますけども，満載したトラックが北
へ西へ，やばい廃棄物ほど遠くへ行けるんですね，高速道路
に乗って．つまり1トン3千円の安い産廃は，近くにしか行き
ませんよね．だけど1トン10万円の危険な廃棄物は日本中ど
こへでも行けますよね．そういう意味で，高速道路に乗って
旅をするんですね．さっきトラックで移動するという魚の話
もありましたけど．この東海3県だけ見ても，不公平は明白
ですよね．愛知県は工業出荷額日本一を30年続けています．
産業廃棄物がじゃんじゃん出ます．それを自分のところで処
理するんじゃなくて，隣の県へ流れてるというのは，帯グラ
フの太さでわかりますよね．しかも，法人事業税含めて税金
は下流にしか行かないという構造ですから，三重と岐阜は明
らかに割り勘負けしてますよね．その岐阜県に，産廃処分場
の計画ができたということなんですね．業者は本当にお金ま
かせ．毎年2億円という数字が出てますけども，合計で30億
円を町に寄付するっていう話でした．
　御嵩町の年間予算は55億円くらいですから，そこへ30億円
というのは，目も眩むようなお金です．当事の町長だった柳
川さんが処分場に異議ありと声を上げた途端に，頭をかち割
られて死にそうになったっていう事件が起きました．その
ショックもあって，御嵩町で日本で初めて産廃処分場をめぐ
る住民投票が行われました．投票率は高く，ほぼ90％で，投
票した人の8割が反対でした．9×8=72ということで，全有
権者の70％が産廃処分場を拒否するという回答をしてですね．
処分場計画はとりあえず止まっています．しかし，業者が土
地を持っているという状態で，この御嶽の人達は宙ぶらりん
で今十何年きているっていう状態です．産廃処分場は嫌だと
いう思いで投票なさったわけですが，その動機の中には，下
流に住んでる人達500万人の飲み水が危険だということがあ
りました．これがやっぱり大きいキーワードになって，こう
いう判断につながったと言われています．ところがこの御嵩
町の人達は，高い水道料金払ってるんですね．水道料金っ
て，日本中自治体ごとにものすごくまちまちなんです．この
棒グラフを見たら分かりますけど，月に20トン位水を使うと
いう標準家庭で，御嵩町は4,600円なんですね．名古屋市は

どうですか．2,200円なんですよね．だから，2,000円以上違
う．年にすると30,000円位の水道料金の差があります．しか
も，御嵩町の人は木曽川の水飲んでません．田舎の町はみん
なそうなんです．都市用水がいるようになったのはずっと後
なので，ずいぶん高い水を買わされて，御嵩の人は飛騨川の
水を飲んでいます．で，こんな高い水道料金を払ってるんで
すね．下流のことを心配してくれた御嶽の人が高い水道料金
を払っている．だからここでも，上流の割り勘負け現象とい
うのが見えてくるわけですね．
　我々はこの話に出会って，びっくりするわけですね．御嵩
の人が下流のこと考えてくれたのに，我々は安い木曽川の水．
しかも安全で美味しい水をがばがば飲んでいるという事実に
直面するわけです．かつて，川というのはつながっていたわ
けですね．筏流しでつながっていたし，塩の道っていうのが
上に上っていきましたよね．この道がみんなダムで寸断され
ていくという歴史がありますね．安全で美味しい水を飲めて
るのは誰のおかげかって，誰も考えないんです．高度経済成
長以後，上流域はものすごく困ってるという状況があったけ
ど，下流の人はまったく気が付かない．そのまなざしを我々
は発見しました．残念ながら名古屋市民共通のまなざしには
なってないんですけど．
　上流の困窮ってなんなのか．僕は下流が原因になってると
思うんですね．たとえば過疎．限界集落って言葉が今，出て
ますよね．それから高齢化．これって若者が全部下流の町へ
吸われたからですよね，現金収入を求めて．要するに下流の
繁栄，工業立国の日本国が繁栄したっていうのは，上流から
若者を奪ったってことですよね．それから農林業不振．まさ
に日本の工業製品を外国に自由に輸出するための自由貿易体
制，その見返りに安い農林産物を輸入するっていうことで，
上流の農林産業が疲弊するっていうことですよね．その足元
を見るように，疲弊した上流，年寄りしかいない地域に，産
廃業者がお金を積んでやってくる．それで買収を受ける．そ
して産業廃棄物が下流の企業から出て，上流へ上がっていく
という割り勘負け構造が出て来るわけですね．
　下流から上流に助っ人するのに何があるかって，我々は考
えました．いろんな勉強しました．いろんな制度もあります．
その中で，水源基金の問題を考えてみたいと思います．まさ
にこの矢作川水系から，さっきご紹介があったように，こ
の水源基金が始まったんですね．しかも明治用水の歴史を
ちょっと読ませて頂くと，都築弥厚という人が幕末に用水構
想を立てた時から，「上流に感謝する」という思想が矢作川
にはあったみたいですね．こういうのが，他の川にはずっと
なかったということです．我々の運動が始まってから，東郷
町の町会議員の人が提案をすることによって，中部水道企業
団，日進市とか三好町とか，この辺の町が集まって作ってい
る水道組合ですが，そこが1トン1円の水源基金を始めました．
それから横浜や神奈川でも矢作川に見習って，水源基金を始
めました．ほとんど1トン1円なんですけど．平成16年から積
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み立てが始まってるという，これは我々の運動の成果でもあ
るんですね．東郷町の議員さんが提案したのは，こういう
我々の気づきの延長線で，波動がそこへ行ったということで
す．
　この水源基金なんですけど，今どうですかね，正確な数字
はわかりませんけど，矢作川の豊田市がやっている水源基
金というのは，年間3千万円位だったんじゃないでしょうか．
それに対して，名古屋市の水道使用量って1日100万トンなん
ですね．今大分下がって90万トン位になってますけど．1ト
ン1円で計算すると，3億5千万ですから，1桁多いですよね．
しかも，1トン1円ってケチな値段だと思いません？ さっき
の水道料金の話を考えれば．明らかに御嶽の人は倍の値段を
払っているわけですから．それを思えば1トン100円の水道料
金に対して1％ですよね．それが10円だったら35億円．これ
は本当に上流が元気になるお金だと思うんですね．こういう
のができないのかな，と．御嵩町民になったつもりだったら，
1トン100円出してもいいっていうことなんですから，それの
10分の1くらいは出せるだろう．これをなんとか，実際の制
度として確立したいなというふうに思っています．こういう
話をしていたら，あるシンポジウムで，名古屋市の副市長さ
んがこういう話をしてくれたんですね．「木曽川上流は，昔
尾張藩がすごく過酷な支配をしていたけれど，その見返りに
木曽の上流に毎年，1万俵の米を送っていた」っていうんで
すね．これ，1キロ300円で計算してみると，1トン0.5円位の， 
50銭位の水源基金に相当する位のお金を江戸時代でさえも
送っていたということですね．我々にできないことはないっ
てことです．
　さて，我々なんですけど，そういう制度を実現しようとい
う我々の力量が足りなくて，なかなかうまくいってません．
たとえば，新しい河村市長さんにそういう提案をしました．
なかなかうまくいってないんですけど，我々ができることっ
ていうことでお金を集めました，名古屋市民から．残念なが
ら600万位しか集まらなかったです．御嵩町に，役場で使っ
て欲しいというふうに持って行ったお金を，柳川さんがです
ね「じゃあわが町の森を買ってくれ」と，そこで上流と下流
の人が交流する場を作ったらどうかと言われて，12年前に
600万円のお金でこの森を買いました．矢作川の上流と同じ
ように，荒れ果てたヒノキの人工林がたくさんあります．そ
の間伐を始めました．3年前からは，御嵩町の町有林，これ
が800町歩もあるんですね，そのうち3町歩を引き受けて，間
伐を始めました．民有林と町有林と，土曜日と日曜日と分け
ながら仕事をしています．3町歩はもう終わりました．だい
たい我々の力量だと月一で，年に10日間で，1町歩くらい間
伐ができます．これは，我々が間伐したほぼでき上がりに近
い状態の町有林の間伐後の絵ですね．それから枝打ちもやっ
ています．8 mの梯子に登ってですね，10 mまで，4 mの材
を2つ採れる位になるといいなと，それからこれは間伐がす
んだところで下生えが出てきたところですね．そうすると，

ササユリが咲いたりするんですね，光が入ってくると．
　それから，最近ボランティアブームですから，インター
ネットで色々な広告を出すと，こういう若い人たちが来てく
れたりするようになって，大分賑やかになりました．ただね．
こういうボランティアの若い人がじゃんじゃん来ると仕事が
進まない．実務上はなかなか難しいものがあるんですね．た
くさん若い人が来てくれるのは嬉しいんだけども，安全に木
を切るってとても大変で，とたんに仕事が進まなくなります．
こうやって木に引っ掛かった時どうするんだよ，みたいな講
習会とかもやっております．我々の森がここにあってですね，
それから町有林がここです．これ上を流れているのは木曽川
ですが，この処分場予定地に近いところで我々は今仕事をし
ています．
　最後の話です．いよいよCOP10が今年10月に開かれま
す．COP10というと，生物多様性，生き物の賑わいという
ふうになりますけど，同時にですね，ブラジルのクリチバで，
COP8の会議が開かれたときに，その宣言の中に生物多様性
に対する都市の責任というのが盛り込まれたんですね．何
かっていうと，都市って，生物多様性ほとんどないわけじゃ
ないですか．さっきの多摩川の話もありましたから，探して
みるとあったりするわけですけども，まあ貧しいですよね，
都市は．だから，上流それから下流の伊勢湾・三河湾の生物
多様性に依拠した飲み水，それからいろんな林産物，農作物，
そういったものを食うだけですよね，お金は払ってるかもし
れないけど．そうではなくて，このクリチバの宣言に則るも
のならば，木曽川の上流域の生態系サービスを享受している
我々名古屋市民は，上流域の生物多様性の保全に責任があ
る．たとえば， 1トン10円の水源基金を作る，みたいなこと
で，上流域支援の制度を作りたい．我々のボランティア仕事
は，本当に焼け石に水です．ただ，人々に上流を見るまなざ
しを与えることは非常に有効な方法だと思いますが，同時に
それは焼け石に水で，ボランティアの活動で里山とか人工林
は，まったく回復しません，日本中のことを考えたら．だけ
ど，その制度を作るときの足場にはなるだろうと思っていま
す．何とかですね，今年，風が吹いているうちに，こういう
制度を名古屋市にも作りたいなと思っています．
　最後に自然との付き合い方ですが，この説明は後で機会が
あったらしたいと思いますけども，僕は不可知を知る，つま
り，科学技術で知ることができない部分というのはたくさん
あり，しかも多分永遠に分からないことがたくさんある，そ
う思って自然とつきあいたい．つまり科学技術のいわば発展
に目を奪われて，何でも分かるような気がしてるけど，そう
ではないと言いたい．以上です．

〇コーディネーター　ありがとうございました．続いて浅香
さんに，活動のご紹介をして頂きたいと思います．

〇浅香　三河淡水生物ネットワークの浅香と言います．今か
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ら簡単な自己紹介と活動内容を発表します．まず自己紹介で
すが，僕が主にフィールドにしてるのは，矢作川の隣の豊川
というところです．これは流路が77 kmで，流域面積が724 
km2の川で，主に淡水魚の調査をしています．淡水魚全体の
魚類相の中でも，清水で生活するホトケドジョウとか，谷川
で生活するナガレホトケドジョウの，主に生態の調査をやっ
ています．そのほか，全然関係ないんですけども，琵琶湖の
調査もやっています．こういったいろいろな活動をしてま
すけれど，今の僕の活動は，大体3本立てで行なっています．
東三河地方の豊川を調べていると，どうしてもお隣の川，矢
作川にも関係がどうもありそうだ，もちろんこちらの静岡県
側も関係がありそうだということで，ちょくちょく両隣の河
川にはお邪魔をしています．
　まず愛知県の淡水魚に関する問題点について，ちょっと
しゃべらせてもらいます．まず一つは，愛知県には大きな博
物館がないということです．小さなところ，たとえば豊橋の
博物館ですとか矢作川研究所，あとは碧南の水族館なんかは
あるんですけども，大きな施設がないということがまず挙げ
られます．もう一つは研究者不足．これも博物館がないので
研究者がいないよということなんですけども，それに伴って
情報が少ない．聞きにいっても「分かりません」とよく言わ
れます．情報がないというのは，情報の交換が全然なくて，
聞きにいっても分からないし，他の人に聞いてみて下さいと
いっても，他の人がいないということです．最後なんですけ
ど，県版の淡水魚のレッドデータブックが非常に内容が薄く
て，よく僕の方に県の内外を問わず，もうちょっと淡水魚の
ことを頑張れという苦情がいっぱいきます．僕が見ても確か
に他の昆虫や貝なんかと比べると，内容がものすごく薄く
なってます．
　こういう経緯がありまして，ちょっと僕らの会を作ろう
じゃないかということで，三河淡水生物ネットワークが立ち
上がりました．まず1番の目的は，先ほど言ったように情報
が全然無いので，情報の交換ができるようにしたいというこ
とです．そして，ただ情報を交換するだけじゃなくて，情報
を表に出していこう，隠れているものを表に出していこうと
いうことです．あと，隠れている研究者の発掘と育成という
ことで，先ほどから研究者という言葉を使ってますけども，
これはプロ，アマチュア関係なしです．自分で好きでやって
いる方で，川に入っている方も研究者とみなして，どんどん
やっていこうということです．あと，研究者との交流です．
愛知県には研究者がほとんどいません．他県へ行ったりとか，
先ほど言ったように隠れている人を探して交流していこうと
いう目的で活動してきました．
　実は，三河淡水生物ネットワークは2008年の2月から活動
を始めて，まだ1年経っていません．始まったのは4人からで
す．今13名で，今日，前に発表された阿部さんもその一員に
なっています．まだ色々なことをやりながら活動を行ってい
ます．活動内容としては，年3回，大体2月，6月，11月に情

報交換会をします．隠れている情報，たとえば僕が主に豊川
の研究をしていますけども，ひょっこり矢作川に行って，捕
まえたもののこととかしゃべると，それは大発見だという
こともあります．そんなことで，情報交換会をやっていま
す．あと調査とか観察会などでの交流ということで，ボラン
ティアであちこちいろんなところへ参加をしています．博物
館などへの情報提供も現在やっている段階で，標本が欲しい
と言ったらあげるとか，特別展の準備で写真を提供なんかも
しています．合同調査ということで，フナとかアメリカナマ
ズ，カニの調査をしています．このフナとアメリカナマズは 
全然獲れなくてこけてます．でもカニがちょうどうまいこと
いきまして，矢作川と豊川でおおよそ20種類以上捕まってい
ます．みなさん，フナと聞くと何種類いるか分かりますかね．
今現在，豊川では大体4種類くらい．雑種はいません．矢作
川は5種類くらい．ただ，フナ，フナと言ってるんですけど
も，実はその中に5種類くらいいて，どの種類がいるか非常
に分かりづらいため，ちゃんと正確に分類していこうという
ことで，ちょっとやっています．これで活動内容の発表は終
わりです．自然との付き合い方ということなんですけども，
生き物の生活の場所に遊びに行くということで，普通だと，
おれの川ということをよく言うんですけども，逆です．魚の
いるところに，僕らがお邪魔するという感覚で付き合ってい
くというのが，僕の考えです．以上です．

〇コーディネーター　ありがとうございました．それでは自
己紹介の最後ということで，伊勢・三河湾流域ネットワーク
の丹羽さん，お願いします．

〇丹羽　伊勢・三河湾流域ネットワークの丹羽と申します．
ここにいくつか所属している母体が書いてあります．「矢作
川 森の健康診断実行委員会」「矢森協」，これは先ほど紹介
のあった森の健康診断を始めて，活動しているところです．

「夕立山森林塾」，これはあとでお話しますが，ここで今「木
の駅プロジェクト」という流域内フェアトレードのモデルを
作っています．3つ目，その下の「山里文化研究所聞き書き
塾」っていうのは，生き物の環境との付き合い方というもの
を，私たちは元手に手をつけずにその利子で生きていくって
いうのが日本の暮らしの原型にあるので，そこを学んでいか
ない限り前には進めないだろうということで活動しています．
こういうのをすべてつないでいくのが伊勢・三河湾流域ネッ
トワークです．伊勢・三河湾流域ネットワークというのは，
これまで山川里海，それぞれの業界ごとにオタクが集まって，

「山は山屋」「川は川屋」「海は海屋」という形で喧々諤々空
中戦をやっていたけれど，そんなことをやっとっても何もな
らんじゃないか，山と川と海と里の違いを乗り越えて，それ
と産官学民の壁を越えて，豊かな伊勢・三河湾流域を作ろう
じゃないかということで，5年前に作られました．その活動
をご紹介していきます．それは，こんなような模式図で表せ
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ます．要するに，山川里海をつないで，その基本のところで
市民調査的なものをやっていって，それをセミナーで発表し
て，どこで何をやっているのかを知って，つながり合いたい
ねということです．
　ここでは伊勢・三河湾流域ネットワークの活動の中で，私
の関わる部分ばっかりを書きました．順番にやります．これ
は「森の健康診断」，先ほど報告があったように5年間行って
いて，あと5年間実施します．矢作川流域に約1300人もの人
が集まり，320ポイントの人工林の健康診断をやってきました．
という計画．それが今全国の約20都道府県に，5年間で広がっ
てきました．この地域でも豊川，木曽川，長良川の数箇所，
鈴鹿川，あるいは熊野の方など，たくさんの場所でやってい
ます．それから「海の健康診断」．これは伊勢・三河湾，藤
前干潟，六条干潟等で，同じように楽しくて少しためになる
市民参加型の調査をやっていこうということでやっています．
それから「聞き書き」，これはチラシも入っているかと思い
ますが，篠島の聞き書き記録集が一番最近できました．矢作
川の最源流の上矢作・奥矢作の聞き書きもちょうど去年致し
ました．棚田のある恵那の方でも行っています．聞き書きを
通して，自然との付き合い方を学んでいくという活動もやっ
ています．これは「山里文化研究所」．こういう基礎の上に
立って，今「木の駅プロジェクト」っていうのをやっていま
す．流域内でフェアトレードしていく，それの一番小さなモ
デルを，恵那市中野方という集落で作っています．C材，放
置されて使われない材をこういう軽トラで地域の山主たちが
持ってきて，それを地域の店舗でしか使えないモリ券という
に交換する社会実験を始めました．このようなことについて，
1個1個少しお知らせします．
　まず「伊勢・三河湾流域ネットワーク」で5年間を通して
たどりついたことです．管内にはいくつもの環境団体，自然
保護団体があるんだけども，私はそういうのは炭鉱のカナリ
アたちだろうと思っています．今の地球が危ない，地域が危
ないということを，いろんなレベルで気が付いて何とかしな
くちゃいけないという形で動いていっています．先ほどの御
嶽トラストもそうです．私たちもそうです．そうした団体が，
どれだけこの流域であるのかというのは，誰も知らないとい
うことはありません．県や国のホームページにはコピーアン
ドペーストを繰り返した一覧はあるけれども，でもその中身
は信用できない．いいことばっかり書いてあるけど，本当の
ことは分からない．じゃあどうしようかということで，私た
ちはその光と影，どの団体もこういったプレゼンの時にはい
いことしか言わないんだけど，こんなつらい思いをして，こ
んな課題を持っているんだよと，すなわち自慢と葛藤を対人
調査で，きちんと生身の人間が自分の名前を記して聞いて来
て，そういうことでつながっていこうよっていうことで，流
域再生調査ということを始めました．この成果は環境省の
ホームページにあります．今，3期目に入ろうとしています．
今，近藤朗さんを中心にやっています．環境保全団体の調査

をやっていく中で，課題が出てきました．第1期は生業との
からみ，海の関係なら，漁協とどうつながっていくのか，山
なら森林組合とどうつながっていくのか，あるいは漁業者や
林業家たち，あるいは農業の人達とどうつながっていくのか
というのが課題になりました．第2期には限界集落とか，漁
村とか，そういう生業のところに行っていろんな問題があ
るっていうことにやっとみんなが気づき始めてきて，動き始
めてきた．それもまた注目してください．
　次は「森の健康診断」．これは飛ばしますかね．市民と一
緒になって研究者と市民と行政が対等，平等の立場で動いて
いく．調査結果をすべて公表していく形で地域を変えていこ
う，流域を変えていきたいということで，これだけの地域で
やっていきました．その中で，ここがすごく今日のテーマに
も関係すると思いますが，森の健康診断の実行委員会は，協
働とはなにか，研究者と行政マンと市民がどのような形で対
等，平等に協働して地域を変えていけるのかということ考え
て議論しあうトレーニングの場になりました．この活動では
行政区の境界も私たちはひょいひょい飛び越えていきます．
そこで，この町はあんまり職員はよくないなとか，そういう
行政の健康診断も結局していっちゃう．行政もその中で鍛え
られていくということをやってきました．
　続いて，先ほどお話がありましたように，森林ボランティ
アに何ができるかというと，本当に何もできない．きっかけ
作りしかできないだろうと，私たちも思っています．その中
で，僕らは本当に矢森協という組織を通して，ほとんど素人
である山主さんたちをどう変えていくか，山仕事の楽しさや
意義を伝えようとしてきて，それなりにやれてきた．けれど
もう一つ足らないということで，「木の駅プロジェクト」と
いうのを始めました．これは，山の木は出したらお金になる
んだよという体制を作る試みです．大体どうでもいいような
曲がり材とかそういう材は，チップになる時は，トン3,000
円です．それにプラス，私たちのファンドで3,000円足して
6,000円出せば，みな出すようになるんです．このような流
れです．私たちが支援をして，志のある地域のおじさんたち
がその気になっちゃって，材を搬出する．軽トラとチェーン
ソーは山では誰でも持っていますが，チェーンソーはあまり
稼動していません．軽トラに載せるには，1.8 mくらいまで
の材でなきゃならない．けれど用材というのは3 m，4 mな
きゃ出せない．だから，普通の山主さんたちは出せない，そ
してよけい山に興味がなくなっていく．そこで，軽トラに乗
る材を集めようという実験です．
　材の3,000円/tにプラスして6,000円/tにすると，人を使っ
ての作業は成り立たないけど，自分の小遣いにはなるという
金額なんです．「C材で晩酌を」というキャッチフレーズが
あります．その金を中野方という地域，ここには日本棚田
100選の棚田があるんですけども，そこの十数軒しかない商
店でしか使えないモリ券という形で渡す．その金は全部小流
域の中で動いていく．だから山の，今まで木なんか出したこ
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とないおじさんたちが，私たちが交渉すると，軽トラにちょ
いちょい材を載せて出すようになる．それを交換して，地域
の散髪屋さんとか飲み屋さんで使って，地域が元気になって
いく．若い者もおじさんもちょっと休みにやるかという形で，
地域がの人が行っている．その木材は基本的に今はチップ工
場に行くけれど，もう一つ，バイオマスとして回っていけば，
流域のエネルギー需給にまでつながっていく．今日，僕の
テーマは流域内フェアトレードだと思います．それを動かし
ていかなければならない．先ほど涌井先生の話に感動したん
ですが，涌井先生は私たちの代弁をしてくれてるんだという
本当に思いました．じゃあ，そういう知恵はどこにあるのか
ということで，次にいきます．
  そういう知恵は，聞き書きで得ています．私たちは結局，
そういう知恵は日本にあったんじゃないか，昭和30年代の高
度経済成長前に我々は持っていたんだと考えました．何でか
と言うと，こういう逸話があります．2000年のエクアドル地
震の時に，そこの支援と持続可能な都市のあり方をめぐって，
世界中の環境保全団体と研究者が集まった．その時に，この
地球は50年後はどうなるかという議論がなされた．3日間議
論をし続けた挙句の答えは，「絶望」の2文字でした．欲望を
コントロールできない人間は絶対このまま滅びる．絶滅危
惧種は我々なんだということで，その会場が真っ暗になっ
た．その時に，ピーター・バーグっていうアメリカのネイ
ティブ・インディアンの末裔の方が，壇上に立ってこう言っ
た．「そうじゃない．希望はある．それは，日本の農山村だ．
トヨタとか名古屋とか大阪ではなくて，日本の農山村へ行こ
う」．「日本の鎮守の森を中心とした持続可能な暮らしの知恵
に学ぼう．足るを知る掟をそれぞれ持って，自身の範囲内で
暮らしを1000年も続けている日本の山里へ行こう」と，演説
したとたんに，スタンディング・オベーション．会場に光が
射したと言われています．その基本は，ここにある．これか
らCOP10，今年外国から，ピーター･バーグの話を聞いて日
本に来る人たちに，我々が何を見せるのか，我々は農村部，
山里へ連れて行こう，海へつれて行こう．その時だれが通訳
をするのか，我々が通訳しなければならない．その時の聞き
書きもできていくということで，澁澤寿一先生や塩野米松先
生と一緒になって，今，森の聞き書きをしています．聞き書
きをする人を増やすことが，まさに山の，海の古老たちから
聞く知恵を，バトンタッチしていける状況につながっていく．
このような形で我々は，伊勢・三河湾の流域が，こういう調
査がきっかけとなり，研究者やいろんな団体が混沌となりな
がら，大きく変えたい．先ほどまさに涌井先生が言われたよ
うに，こういうことをつなげていきたいということで，今，
伊勢・三河湾流域ネットワークで，特に流域再生調査を中心
に頑張っています．そんな中で今日のトークに参加していき
たいと思います．よろしくお願いします．

〇コーディネーター　どうもありがとうございました．伊

勢・三河湾流域ネットワークの活動は，本当に今日のディス
カッションのメインにもなろうかというような視点だと思い
ます．涌井先生の方から，今までのご紹介に対しまして，コ
メントを頂けますでしょうか．

〇涌井　コメントを申し上げる立場というよりも，大変私は
感動しましたし，やっぱり長靴を履いている方たちは違うな
と，本当にそういう印象を持ったんです．どういうことかと
いうとですね．やっぱり，現地現物主義，これが非常に重要
です．先ほど来，お話があったようにですね，研究者とか学
者というのは，論文を書くことに勢力をあげて，本当にそれ
を社会化するというところにはなかなか力が動いていかない．
そういう中で，こうした共通のテーブルができるということ
は，非常に意味のあることだと．とりわけですね．今，私は
ずっと話を伺って，大変な知恵を感じました．たとえばモリ
券．フェアトレードをどういうふうに実現するのか．インド
のビハール州では大変貧しい人達が自分たちで銀行を作って
いて，その代表はノーベル賞を受賞したわけですけども，そ
ういうシステムがあるんですね．つまり我々は，今までの経
済価値というものの概念をがらっと変えなきゃいけない．
　今まで我々は，私は煙草吸いでこんなこと言う資格はない
んですけども，自分がイライラしてくると煙草を吸って，そ
れを吐き出す．つまり内部不経済を外部化してきたわけです
ね．ところが外部化した時には，実は受動喫煙している人が
います．そのことはあまり今まで考えてこなかった．ところ
が，これからの時代というのは，外部不経済をいかに内部化
する．つまり自分たちが出したものをいかに責任を持って循
環させていくのか．これが実はコストです．工業化社会とい
うのは先に値段があるんですね．先に値段があって，そこか
らコストを考えていく．でももうそれでは通用しない．環境
に対するコストも入れて，結果としてプライスを出していく．
つまり価格が決まっていく．こんなようなメカニズムを作っ
ていかないとどうしようもない．
　そこで上下流の話を敷延して考えてみますとね，全くそこ
に尽きると思うんですね．先ほど私は非常にいい勉強をさせ
て頂きました．かつて，木曽あるいは奥飛騨の方を，実は徳
川家康が自分の息子がかわいくて，尾張藩に繰り入れたとい
う歴史があります．それに感謝して，名古屋の二の丸へ行く
と庭園があるんですが，あれが木曽川そっくりにできている
んです．それはその感謝の印だということです．余計な話
で，どうでもいいんだけど，それに対して1万俵の米を与え
た．なるほど．まさにそうした考え方が，非常に重要だと思
います．先ほどクリチバ宣言の話が出ました．これもですね，
ぜひみなさんにも参画して頂きたいんですが，一昨年，エル
フルトというドイツで初めてクリチバ宣言を受けた都市で生
物多様性の会議が開かれたんですが，それを引き継いで，こ
の5月に名古屋で，第2回の「都市と生物多様性URBIO」と
いう会議があります．そこでの議論もどちらかと言えば，都
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流域でまもる生命（いのち）の豊かさ

市の中の繁栄だけに偏ってはまずいんですね．
　私，実はぶっちゃけていいますと，上海万博のプロデュー
サーに招聘されたんですね．そしてその時に，"Better City, 
Better Life"と言ってるわけですよ．ところが話を聞いてい
て段々腹が立ってきて「私は絶対引き受けません」と．かつ
て毛沢東は「農村が都市を包囲する」と言いました．しかし
今，上海市が上海市だけの繁栄を考えるとしたならば，ぜん
ぜん話にならない．実はこれからの都市というのは，都市と
ルーラルの関係をいかに共有化するか．この観点がなかった
ら，better cityもbetter lifeもないんだ．だから私は，そう
いう発想がないんだったらお断りをするといって，断わって
きました．それと全く同じことを，今我々自身にも問いかけ
なきゃならないところがある．今までは社会資本ということ
だけに，我々は目を奪われてきました．しかし，もう一つこ
れから考えていかなきゃいけないのは，実はその社会資本を
支えている自然資本の価値というものを，現実の経済の中に
どう折り込んでいくのか，ここが非常に重要なんですね．た
だし，この自然資本の価値を社会資本の中に置き換えて，経
済のシステムの中に置き換えていくということは，一つだけ
メリットがあるんです．それは何かというと，その気になっ
た多くの人々がいれば，実はそのコストは半減するというこ
とですね．
  そうしたことを今日，皆さんの話の中から学びました．日
本のキーワードというのは実はどこにあるかというと，「つ
なぎ」と「まわし」なんですよね．たとえば「まわし」とい
う言葉で言えば，作りまわし，使いまわし，これは循環です．
それからあとは，全部「つなぎ」を考えた．なぜかというと，
海の漁師の方々は，実は一番山の神社を大事にしたんです．
それは旌

せいひょう

表と言ってですね．山を大事にしなければ，魚種が
非常に少なくなっちゃう．もう一つは，山の頂を見なければ，
自分の漁場がどこであるかも分からない．房総の方に行くと
面白い「祝舞」っていう大きな半纏があるんです．大漁の時
に着るんですよね．そこに下にですね，いわしが波の上に飛
んでるっていう絵があって，上にかぶらが書いてあるんです
ね．これは「浜大漁，丘万作」という題材なんです．つまり，
浜が大漁になればいわしの肥料が丘に入るから丘が豊かにな
る．つまり，海彦山彦ではありませんけども，そうしたこと
を本当に叡智として我々の祖先は持っていた．
　先ほど申し上げましたように「いなし」というのはですね，
自然をよく知ればこそ，その自然の我々に対する外力を，ど
れだけ小さくするのか，そしてそのサービスを共有するのか
という知恵が得られます．それが皆さんのお話の中にしっか
り出てたんじゃないかなと，私は思います．本当にここの中
で課題が絞られてきたのは何かと言えば，どのようにつな
ぎ合いの関係を作るのか，つまり共同のテーブルを作るの
か．それからもう一つ，実際の経済の中で，自然が働かせて
くれている生態系サービスというもののコストをどのように
分担しあうのか．そしてもう一つは，先ほど私が最後に提案

したこれからの「共」，すなわち，公でもなければ私でもない，
共というものをどのようにシステムの中にきちっと折り込ん
でいくのか，このへんが非常に重要なことだなと思いました．
　組合長の話を聞いて思いました．私は実は昭和49年に「と
うきゅう環境浄化財団」という，一つの川に即した財団を作
り上げて，それ以来ずっと川のことをやってきたんですけれ
ども，その時から実は矢作川のことをずっと見聞きしていま
した．そして今日は組合長が来るっていうから，相当恐ろし
い人だろうなと思ったら，結構やさしい人なんですね．予想
が違っちゃったんですけども，その頃私の耳に入ってきたの
はですね，戦う漁協としての噂でした．こういう漁協がいな
ければきっと川は良くならないっていうふうに思っていた時
代があるんですが，本当にそういう意味で，これからどうい
うふうに私たちがつながり合うかということを，今日大変貴
重なご提案を頂いたなというのが私の印象です．ありがとう
ございました．

〇コーディネーター　ありがとうございます．新見さんは戦
う漁協のやさしい組合長さんでもありますが，矢作新報とい
うローカル新聞の社主でもあり，矢作川流域をずっと見てこ
られたという歴史をお持ちのことと思います．上流からもた
らされる安心・安全な水であるとか，そういうものに対して，
下流がいかに恩返しをしていく仕組みづくりをどうしたらい
いかということも，一つの大きな課題です．そのためには，
先ほど流域内フェアトレードという言葉がありましたけれど
も，流域内の経済循環ということも非常に大事になってくる．
そうしたようなことも踏まえて，ご意見があったらお聞きし
たいと思います．

〇新見　ちょっと発想は違うんですけれども，先ほど漁協を
紹介する中で，よく内部の議論をしている漁協だと，「難し
いぞこれは」という意味のことをご紹介申し上げましたけれ
ども，私は自然環境が悪くなっていったから魚が減ってきた
んだというだけの議論はあまり好きじゃなかった．特にアユ
なんか見ておりますと，これは産卵期に徹底的に獲っちゃう
からアユが減ったっていうことがあるんですよ．だから，産
卵期の保護くらいはちゃんとやれる漁業団体にならないと，
これは駄目ですよという議論を，天然アユが復活の兆しが見
えた時にやった．よその漁協に行ってそういう話をしたら，

「あんたそんな話をしとって，漁協の組合長，よく成り立つ
ね」ということだったから，「だけど，本当に復活させたい
なら，やらざるを得んじゃないか」という話を言ったら，「う
ちの組合ではそんなことやったら，漁協の組合長，ついでに
クビになっちゃう」ということだった．「そんなの，僕はな
るならなったでいい」と言いました．本当に魚を増やすこと
が大事なことだから，自分の欲望を自己規制できないような
組合は駄目だという話をして，それ以来，漁協の内部でも話
を進めてきました．大体，今日も漁協の組合員のみなさんた
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くさん見えとるけども，僕は組合長として，絶対安定多数派
になったことはない．1回もない．ちょくちょく議論が起き
てるから，採決やれば負けるようなことはしょっちゅうあっ
たんですけれども，まあまあ，産卵期の保護をきちんとやら
ないかんなという意見にみなさんなってきた．で，今の復活
があると思うんですけれども，そういう非常に大事なところ
にまで議論できるような漁業団体に，矢作川の場合はなった
なぁという感じを受けております．まもなくやめますので，
非常に安気にものを言ってますけど，そういう大事なことだ
と思います．
　それからもう一つ，ついでの話ですけれども，漁業団体が
研究機能を持っていないと，そういう話はできないわけです
ね．私どもには矢作川研究所がある．水産試験場もある．し
かし，漁協自体が研究機能を持っていないと，細かい話は
できないわけですね．それで，昨日決まったんですけれど
も，漁協の役員選挙がまもなくある．その時に，天然アユ調
査会という，半分研究団体で半分釣り団体，素人研究の，全
部で60名くらいの大きな団体ですけれども，そこから3人理
事を出してくれということで，それも決まりました．研究所
から出て来る職員の他に，矢作川のかなり腕のいい釣り師が，
矢作川天然アユ調査会の推薦で，3人出てまいります．普通
の理事は漁協の内部で支部長をやったり，いろんなご苦労を
なさって段々階段上り詰めて，かなり年くってから理事にな
るんですけれども，今度の天然アユ調査会から3人出てくる
研究担当の理事は，まだ40代くらいかなぁ．若い，年くった
人でも50代ぐらいです．そういう研究機能を漁協内部につけ
て，これまでの天然アユ復活の実績を上げていこうと，実績
を守っていこうということです．以上です．

〇コーディネーター　ありがとうございました．やはり，調
べるということをキーに，地域を動かしていくことが重要で
す．私も研究所に入りましてもうすぐ12年になるんですけれ
ども，新見さんはずっと事務局長として研究所の運営に携わ
られていた．その当初の頃とは，新見さんのお考えもずいぶ
ん変わってきたなと，感慨深いものがあります．研究所の
データが説得力のあるものとして，他の立場の人達と交渉す
るための，一番必要なテーブルになるんだなということが，
評価されるようになったと感じました．今日は全体のテーマ
としては，どうやって生き物が豊かな流域圏づくりというこ
とを実現していくかということについて，アイデアを出し合
うということです．今日のそれぞれのパネラーの皆さんが活
躍されている，そうした中でぜひ情報交換し，知恵を出し合
いたい，自分たちのところにないような見方を入れていきた
いというようなことを，それぞれのパネラーの方々，そして
会場の方々も考えて頂けるといいと思います．大沼さんと浅
香さんから，今日の基調講演とそれぞれのパネラーの方々の
ご発表について，感想やご意見があったら，ぜひお聞かせ頂
きたいと思います．大沼さんから，お願いしてもよろしいで

しょうか．

〇大沼　今の皆さんのお話を聞いてですね，しゃべりたいこ
とがたくさんあって，どれをしゃべったらいいかちょっと
困ってます．一つは，涌井さんの話に少し絡めますとです
ね，ドイツの山村にたくさん都市の人が来て，野菜を買った
り，食べたり，一生懸命してるっていうのを，あるルポライ
ターが見て，その都市の観光客に，「なぜなんですか」って
聞いたっていうんですね．「おいしいんですか？」って．「い
やー，違う」って言うのね．「無農薬だからいいんですか？」っ
て言うと，「いや，違う」って言うわけですよ．最終的な答
えは何だと思いますか？「我々がこれを買ったり食べたりし
ないと，この村は消えるから来てるんだ」っていう話でした
ね．だから，自分が得するとか，安全なものを食べられるか
らみたいな発想で，人は最初に動くわけですけども，そこま
でいくようになると，上流と下流の問題ってずいぶん状況が
良くなるなと思いますね．
　ヨーロッパではすでに，もうずいぶん前からデカップリン
グ制度というのを始めてますよね．このデカップリングって
いうのは，カップルしないっていう意味ですね．カップルし
ないっていうのは，労働に対する対価としての賃金がカップ
ルしてるかどうかっていう問題なんですね．デカップリン
グっていうのは，明らかに中山間地帯で仕事すると，農業
やっても何やってもですね．実入りが悪い．だから，みんな
町へ行っちゃう．だったら町へ行ったのと同じ位の所得を保
証すれば，みんな山に残るだろうと．そういう政策を実際
やってるんです．日本ではこれはなかなかできない．名前だ
けはありますけども，ばら撒きみたいな話になって，終わっ
てるっていう状況ですね．つまり上流を守ることが，自分た
ちにとって，ないしはこの狭い地球で，上流と下流が割り勘
負けせずに，うまいことやれる方法なんだということを，彼
らは気が付いていると思うんですね．そこにどうやって気付
くか．それはたとえば，我々がやっているボランティア活動
だったり，上流に行って実際に木を伐ってもらう中で勉強を
してもらって，そういう人達が少しずつ増えていくみたいな
ことが大事だというふうに思ってやってるんですね．
　もう一つですね，今の新見組合長からデータというお話が
ありましたけど，少し違う軸でちょっとお話をします．とい
うのは，私の自己紹介の最後に「不可知．知ることができな
いことがあることを知る」というキーワードを出しましたけ
ども，データって非常に大事ですよね．たとえば，矢作川研
究所が過去に出されたデータに，アユの溯上数，子どものア
ユが春上がってきますけども，その稚アユの溯上数のデータ
を見て，僕びっくりしたんですね．ダム1個過ぎるごとに，2
桁ずつ下がっていくんですね．だからトラックで運んでいる
わけですよね．そういう意味では，魚道の構造がいいとか悪
いとか言う以前に，ダムそのものがあると，いかにいい魚道
があっても，もう2桁ずつ落ちていく．ダム2個過ぎたら4桁
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落ちるんですよね．そういう現実があるということですね．
それから長良川河口堰の問題で今議論になっているのは，上
る魚の問題じゃなくて仔魚，つまり孵化したばかりの子ども
が下れないということで，はるかにアユを殺してるんじゃな
いかっていうことです．こういうことがやっと分かってきま
した．こういうことはずいぶん前から研究者は知ってたのに，
みんなの共通理解になってないですよね．そういうことが分
かってきたのも大事だけど，やっぱり永遠に分からないこと
もたくさんあるというのも，もう一つ大事なことなんですね．
　この間，アキアカネが減っているという議論が，ある集ま
りの中であったんですね．冬水たんぼをやるとアキアカネが
減るという話です．冬水たんぼは生き物に優しいといって今
ブームになってるんですが，逆に明らかに減る生き物がい
る．それはアキアカネの産卵様式と，冬水たんぼが合ってな
いからなんだという議論があってですね，そういう議論の中
で，僕は昔，ニカメイチュウ，サンカメイチュウっていう稲
の害虫が今激減して，珍しい虫になってしまったっていう話
を別の昆虫学者に聞いたんですね．その話を集まりの中に放
り込んだらですね，こういう話が出てきました．そのメイガ
というんですが，ニカメイチュウ，サンカメイチュウがいな
くなったのは，稲作カレンダーが変わったからなんですね．
稲を作るパターンが変わったからです．で，その話を投げた
らですね．この矢作川研究所の間野さんという昆虫学者から，
答えがありました．田んぼの虫には益虫と害虫と，普通の虫
がいる．普通の虫が圧倒的多数派なんですけど，その普通の
虫の生活史，どうやって子どもが生まれて，どうやって大人
になって，どうやって卵を産むかということが，ほとんど分
かってないやつが多いっていう話が出てきました．莫大な昆
虫の中で，分かってるのは害虫と益虫だけでですね，普通の
虫は全く分かってないと．
　それから今地球上に2,000万種いるという生物の中で，名
前がついてるのは600万種だと言われてます．この2,000万っ
ていうのも怪しい数字ですけどね．ある論文を読むと3,000
万って書いてあったりするわけなんですけども，とにかく，
半分以上は分かってないわけですよね．わかってないままで，
そういう生物がどんどん絶滅しているという状況があります
よね．これはもう，生態学者がいくら頑張っても，100年掛
けても，何百億円かけても，多分わからないんですね．だか
ら我々の，何でもわかった気でいるこの地球ないしは宇宙全
体の自然現象の中で，永遠に知れないことがたくさんある，
というのを知りながら，やっぱり自然と対していきたい．そ
れがデータに対する話です．

○浅香　皆さんの話を聞いて，僕の感想なんですけども，1
つのキーワードとして「つながり」という言葉が非常に印象
的でした．これは別にデータだけの問題ではなくて，データ
とか上下流のつながり，あともう1つは，年寄りの文化とい
う話がありましたけども，年寄りと僕らみたいな中堅と，あ

ともっと若い子どもたちのつながりというものが非常に大事
であるかなと思います．実は僕15年ほど前に，同じように魚
のことなんですけども，70代から80代の人達に魚の地方名を
いろいろ聞きました．現在，実はもう1回聞きたいなという
ことがあって伺いに行くと，実はもう亡くなっていたりして，
とても残念なことで，正直年配の方が亡くなると大きな図書
館が1つ無くなったかなという感想があります．その他に地
域のつながり，さっきは上下流でしたけども，豊川だったら
隣の矢作川とのつながりということがとても重要なのかなと
いうことで，すべての面で，生態系においても，全部1つの
キーワードで，「つながり」が大事ではないかなということ
です．以上です．

〇コーディネーター　どうもありがとうございました．つな
がりという点で，生き物の豊かさを増やせるような流域の知
恵というものを深めて分かち合っていく，立場を超える，空
間を超える，世代を超えるつながりというものを，どう維持
していくかという課題があると思います．丹羽さんの方から
は，そのヒントになる話がとてもたくさん出ていたと思いま
す．今回のシンポジウムでは本当にたくさんのキーワードが
出てきて，とてももう私の力ではさばき切れないんですけれ
ども，共通の方から気付き合い，深め合いというキーワード
が出てきました．ボランティアの活動というのは，気付きと
いうものをもたらすのには有用だけれども，やはり実際的に
流域を良くしていくためには，仕組みづくりということがど
うしても必要になっていく．こういったようなことも，課題
になっているかと思います．こうしたことに関して，ちょっ
とご意見があれば，お聞かせ頂ければと思います．

〇丹羽　まず，ちょっと固い話になってきたので，先ほどし
ばかりはゴルフの芝刈りじゃない，山の柴刈りだという話が
涌井先生から出ました．その柴刈りというのは，皆さん薪の
柴刈りだと思っています．それは違います．これは実は6月
に芽を吹いた木を，そこで全部切って，山から転がして押
し切りで15 cm位に切って，田んぼの肥料に埋め込むんです．
こういう循環が里山にはありました．その奥が伐った木をマ
キとして使う山です．インターネットで「しばかり」と書い
ても，あれはゴルフの芝刈りじゃないんだよというところま
では分かるんだけど，そういう柴刈りだということまでは，
ほとんど書いてない．伝わってないっていうことが，分かっ
てるんです．聞き書きするなら，僕は昭和1桁以上でないと，
残りはスカスカだと思うんです．その絶滅危惧種の話を，今
しっかり聞いておかなきゃならない．山里海の人達は本当に
都会の人達の図書館ですね．そういうことをしっかりつなげ
ていくには，山村に住む人達の暮らしが成り立たなければな
んともならない．その持続可能な暮らしをどうしていくのか
ということを，同時に議論しなきゃいけない．
　山をきれいにして，重機を使ってガンガン木を伐ればきれ
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いになる，水源涵養林としていけるという話がある．けれど，
山里の人は暮らしていけなくなっとって，人のいない山ばっ
かりがなんぼあっても駄目なんだと．柳田國男は，「都市が
病んだ時は，山村に救いを求めよ」と，おっしゃったそうで
すけど，まさに今がそういう時なんです．山に施しをしてや
るんじゃなくて，我々は山里に救いを求めている時だと思い
ます．先ほど大沼さんから0.5円，江戸時代でも下流から上
流にやっていたんだ，豊田は今1円やって，やっと環境税の
関係で少し変わってくる，たとえば10円でもいい，100円で
もいいとおっしゃった．じゃあ，そのお金をどこに使うかと
いうことです．豊田市の水源基金が1トン1円．日本に先駆け
ていて，その後ずっといろんな所がやっていって，環境税に
つながっていったんだけど，それを何に使うかということ
なんです．僕は，先ほどのC材で晩酌を，我々の木の駅プロ
ジェクトのようなプラス3,000円の所に使って欲しいと思っ
てます．それが地域の人達の儲けにはならないけど，セーフ
ティネットになっている．土佐では，そういう仕事をクビに
なった人達が，それをしゃかりきにやったら10万やそこらに
なって，なんとか暮らしていけるようになった．その出した
木が，地域のエネルギーや下流域のエネルギーになっていく．
　よくよく考えていくと，日本ではコンクリートや鉄や油，
それを中心に都市が成り立っているんだけれども，50年より
前は全部木で，燃料も木でした．先ほどの写真を見ても都会
の構造は全部木で賄われてきた．その木を作ってきたのは，
山の人達です．その暮らしを，どうセーフティネットを作り
ながら支えていくかということになった時に，10円でもいい，
100円，僕は100円取ればいいと思います，その金をああいう
所で使うべきだと思う．その金をまた，パチンコ屋へ持って
いって，それがどっかに行っちゃうんじゃなくて，流域内で
回るようにする．だから僕らのモリ券は，大手スーパーや
パチンコ屋では使えない，NPOだから，わがままに選べる．
それも地域の人達もありがたいと言ってくれる．木の駅の場
合は，隣の村がすぐ一緒に，今度は仲間に入れてくれとかい
う形になっていく．モリ券はそういうものです．だから次は，
アユ券を作ればいいじゃないかと，矢作川漁協が環境漁協宣
言を出すだけじゃなくて，入漁券のうちの10円を，我々に
じゃなくて，この流域でそんな形で使うことにやったらどう
か．
　今，木の駅プロジェクトを来年は豊田でやろうという動き
になっています．あちこちで動くだろうと思っています．そ
ういう所に，あるいは潮干狩りの5円を使って，山村に人が
動いていく．内山節は，「あと50年経てば，山里の人達の3分
の1が，都会人に占められていくということになればいいし，
そうなるトレンドにある」と仰っています．そういうつなが
りを，我々はネットワークをきちんと，それも体温の感じる
ネットワークの中でやっていく．その仕組みづくりは，非常
に単純明快なもので，案外できるということが，私たち，社
会実験をやってみて分かった．森の健康診断もそうです．伐

ればいいってもんじゃない．どの位伐るといいのかというこ
とと，伐る人がちょっとした暮らしの足しになるシステムを
作っていく．それでつぶれそうな商店も続いていく．そうい
うシステムづくりとつながり，我々のやってることで，自分
もこづかいが得られ，晩酌もできるけど，地域の経済，さら
に地球環境保全，CO2削減にまでつながる．ちょっと楽しく
て，少しためになるというレベルの仕組み，森の健康診断，
あるいはこの木の駅，あるいはこの流域丸ごとの中でアユを
釣ることが，地域の役に立つことだというシステムづくりを，
今日は提言したいということです．

〇コーディネーター　ありがとうございました．都市と農山
村の交流ということで，過疎化が進み，疲弊する農山村に，
都市住民，下流の住民が入っていくという動きが，今豊田市
でも始まっています．都市農山村交流ネットワークも立ち上
がりました．全国的に今，都市の論理，都市の考え方で物事
を進めるのではなくて，農山村の昔からあった知恵，考え方
というものが，これから生きていくのに必要なんじゃないか
という認識が深まってきている．そういう枠組みの中で，上
流域も含めた生き物の豊かさを守るという考え，そして都市
側と農山村側のそれぞれの地域で，そうした仕組みを受け入
れるということをしていかなくちゃいけないと，皆さんのお
話から，本当に今日は強く感じました．
  今日は本当に濃厚な話をされるパネラーの皆さんに対して，
非常に時間の枠が少なくて，信じがたいことに，もうそろそ
ろ終わりの時間が近づいてきてしまっています．それで，最
後にパネラーの皆さんから，ひと言ずつ，今日のシンポジウ
ムの中で思われたことについて，短めにコメントを頂ければ
と思います．

〇新見　今写真が出ておりますけれども，これは伊勢湾・三
河湾に注ぐ川全部です．まあまあの川だけで10本あるんだそ
うです．矢作川のアユの子どもが，前年の秋にほとんど下ら
なくても，あくる年の春に非常にたくさん上ることがありま
す．逆の場合もあります．矢作川研究所の魚の研究員の山本
くんに，貴方たちのやっておられることは，まだ学問の数字
になっとらんなーというような話をしたんだけども，ちょっ
となんか違う理由もあるような気が最近はしております．た
とえば，この10本の河川のうち，この宮川という川，かなり
大きくて，矢作川研究所とも共同研究をやったことのある川
なんですけれども，これが大洪水を起こすと，水はこっちに
入ってくる．ゴミなんかもここの清掃にいっとる矢作川流域
の方があるんですけれども，宮川の大洪水の時には，ここへ
ゴミがいっぱい集まってくるということがあるそうです．
　宮川の流量は毎秒74.4トンですから，かなり大きな川です
ね．矢作川の場合が38トンですから，矢作川よりかなり大き
い．多分僕らの想像では，木曾三川のアユも三河湾に入って
きとるんじゃないか．宮川なんて，もちろん真ん前ですので
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入ってきておる．矢作川が前の年に，あんまりアユは下らな
くても上ってくることがあるというのは，多分そういうこと
じゃないのかなと思っております．木曾三川のアユをもらっ
ておるし，宮川のアユももらってる．櫛田川のアユももらっ
とる．豊川のアユももちろんもらっておるということで，こ
の10本の河川のアユというのは，遺伝子的には交流があると
いうことは，もうはっきり結論が出ています．私たちは，伊
勢・三河湾の単位でアユの保全をやっていこうかなというふ
うに思っております．以上です．

〇大沼　丹羽さんから出た，水源基金でお金を集めて何に
使うかっていう話のつながりです．日本のCO2排出量ですが，
京都で約束したのはマイナス6でしたよね．ところがプラス
8になっちゃったから，合計14％減らさないといけないとい
う話になっていましたよね．ところがこれ，リーマンショッ
クで，この1年間で，日本のCO2排出量は6.5%減ったんです
ね．ということはですね，14%減らす社会というのは，もっ
と厳しいっていうことですよ．町で訳の分からん仕事をして，
現金収入で豊かに暮らすっていうのはもう終わったと考える
べきだと思うんですね．でも考えようによっては，絶好の
チャンスじゃないですか．あぶれだす若者たちに，山で働い
てもらうようにすればいいわけですよ．その時に，環境コス
トとして水源基金等々で，支払われたお金を当てればいいわ
けですよ．そういう意味では，今世の中ころっとひっくり返
す絶好のチャンスで，CO2を本当に京都の約束どおり，90年
時点のマイナス6%にしようと決意したら，もうちょっと景
気よくならんかとか，成長しようみたいな話はないっていう
ことですね．世の中，政権を取ろうとしたら，何かおいしい
話を投げないといけないから，おいしそうな話をしたがるけ
ど，違うんじゃないですかね．そういうのが，地球環境と共
存しながら，我々がサステイナブルに生きる道ですよね．口
では言うけど，やっぱりもっとおいしい生活したいと思って
る価値観を根底からひっくり返して，田舎の暮らしのほうが
いいというふうに考えるべきだということだと思うんですね．
もちろん，山にはたくさん知恵がある．しばかりの話は面白
かったんです．実は我々も同じことを知ったんですね．白河
町の黒川というところで，田んぼと山というのはセットに
なって売り買いされたんですね．つまり，山の木というのは，
実は田んぼの肥料なんだという話を我々も木曽川の上流で聞
いています．以上です．

〇浅香　簡単ですけども，自分たちの身の回りにあることを
もう少し知ろうよということが僕の感想です．それは，僕が
研究している魚だけじゃなくて，人の生活などにも同じよう
に知らないことがいっぱいあるという気がしたので，もう少
し自分の身の回りの大きな意味での生活というのを知ってい
こうかなということです．

〇丹羽　いろいろ話しましたけれども，本当にまず第一歩は，
本当のことを知りたかったら，身体ごと知りたかったら，ま
ず大急ぎで「聞き書き塾」に入りなさい．聞き書き塾で，本
当の話の聞き方，うなずき方とか，そこから学ぶ．学んで得
られるのは，安心と権威です．それをまずしなさい．もっと
簡単なのは，森の健康診断にまず出なさい．海の健康診断で，
本当のことを知りなさい．頭でっかちなことはもういいから
ということです．それらも超えて，流域全体のことを知りた
ければ，伊勢・三河湾流域ネットワーク，近藤さんが中心に
なって動いている流域再生調査にぜひ簡単に参加してくださ
い．ただこれには掟があります．自分の分野以外のところに
しか行けないよって言っています．川屋は川に行っちゃ駄目，
山に行けというようなことで，我々はメニューをいろいろ用
意しております．もっと身体を動かしたけりゃ，御嶽も矢森
協とか，森林学校に入ってください．まず本当のことを知り
たければ，データとしてのことも含めて，きちんとそこに身
を投じて，一緒にそこから流域のつながりができていく．人
と人とのネットワークがそこからできてきます．今日は涌井
さんの話が聞けて，本当に意を強くしました．そのことを涌
井さんのように上手く言えれば，僕ももうちょっとこれで
食っていけるかなと．本当に今日は素敵な話を逆に聞けて嬉
しかったです．ありがとうございました．

〇コーディネーター　ありがとうございました．それでは最
後に，涌井先生コメントをお願いします．

〇涌井　私も，非常に今日は勉強になりました．ありがとう
ございました．この中でですね，2つの課題があると思うん
ですね．1つは，「山川草木悉皆仏性」ということを梅原猛さ
んが言い出したわけですけれども，これは経典に基づいた言
葉なんです．すべてのものに仏性がある．つまり，それは全
部がつながっているんだよ，と．そのつながりを確認するシ
ステムをどうやって作るのか，こないだ神戸国際対話という
のをやりました．私は議長をやってですね．ヨーロッパの人
達は，やたら "cap and trade" そういう方向で議論を進めよ
うとしました．しかし私は，そこにこういうふうに議長声明
を出しました．倫理と科学と経済は，等分の位置にあるべき
である．これが非常に重要な認識だと思うんですね．日本人
が実は何に優れてきたかというと，倫理と科学と経済を一緒
に考えることができるというのが日本人の知恵だ．すなわち，
お作法，お行儀，そこから始まって，掟，そしてさらにそこ
から，その範囲の中で，たとえば，近江商人はですね．「売
り手よし．買い手よし．世間よし」．コンプライアンスなん
てことが言われる前から，そういうことをやってきた．そし
てさらに自然と呼吸しあう．いなしあう．いなしを知るため
に自然を知る．そういう1つの知恵を磨いてきた．
　これらの話がですね，皆さん方の，今いろいろ調査をされ
ている話題の中から，1つ1つつぶさに，目に見えるように分
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かってきた．そしてもっと大事なことは，体感ですね．我々
は，実は原脳というところがあるんです．この脳球の下にで
すね．ここの野生の本能が，今萎縮し始めているんですよ．
なぜかといえば，自然との応答が少ないから．知識としての
大脳新皮質と，判断としての前頭葉だけが発達してる．そう
すると，本当に野生の本能が人間としてどんどん小さくなっ
ている．それで今，いろいろな犯罪が起きたりしています．
そうした意味では，先ほどお二人が対談されたようにですね，
本当に子どもの時から，自然というものは何なんだというこ
とを，皮膚感覚でつかんで，そこでもう一つ新しい社会の設
計をすることが重要です．その設計のヒントがたくさん今日
はあったと思います．本当にありがとうございました．

〇コーディネーター　どうもありがとうございました．今日
は本当に話題の幅が，私の能力を遙かに超えていて，まとめ
らしいことはほとんどできません．ただ今回ディスカッショ
ンではたくさんのヒントが出てきて，様々な異なる時空間の
人達がつながる，流域のことをみんなで聞く，調べる，体感
する，そして情報を集積し，発信し，それを元に合意を作っ
ていくような仕組みを作る，町の人に何ができるか，山村の
人に何ができるか，どうしたら利用しながら自然を守ってい
く仕組みを作っていけるのか，それぞれの場所で，みんなが
できることをしていきたいなということを本当に思いました．
今日は本当に，つたないコーディネートで申し訳ありません
でした．本当に皆さん，どうもありがとうございました．

〇司会　ありがとうございました．パネラーの皆様，コメン
テーターの涌井様，そして会場の皆様，熱い時間をどうもあ
りがとうございました．あらためて御礼申し上げます．皆様
が退場されますので，もう一度，拍手をお願い致します．
　ありがとうございました．最後に，豊田市矢作川研究所常
任顧問　松武義聰が，閉会の挨拶を申し上げます．

〇松武　多くの方々が立ち席で，本当にご苦労様でございま
した．ありがとうございました．私も「サンデーモーニン
グ」，そしてNHKの「ブラタモリ」でやさしく，くわしく解
説して下さいました涌井先生，私も先生のファンの1人でご
ざいます．ありがとうございました．今日は本当に過密なス
ケジュールの中をご出席頂きまして，重ねて御礼申し上げま
す．自然は生きているということで，人間の対応次第では良
くも悪くもなる，あまりもう時間がないというお話で，非常
にこれからが大事な時間だと思っております．近く開かれる
COP10の成功を楽しみにしております．また，中本先生と
阿部先生におかれましては，本当に息の合った対話をやって
頂きましてありがとうございます．川での遊び方，それから
魚の生きる環境づくりについて，非常にユーモアを交えてお
話頂きました．ありがとうございます．また，パネルディス
カッションにつきましては，涌井先生にうまくまとめて頂き

ましてありがとうございます．新見先生，大沼先生，浅香先
生，丹羽先生，そしてコーディネーターの洲崎先生，どうも
ありがとうございました．そして，国土交通省中部地方整備
局，それから並びに愛知県建設部にはご後援を頂きまして，
篤く御礼申し上げます．それぞれの流域の川の水は，一つの
大きな海の中に流れてきております．矢作川研究所では，本
日のシンポジウムを活かしながら，これからもより広く深く
研究を重ね，それから社会に貢献していきたいと思っており
ます．最後になりましたけれども，会場の皆さん，長時間に
わたりありがとうございました．




